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このマニュアルは、ホームページ（https://www.jeed.go.jp/）、障害者雇用納付金電子
申告申請システムのサイト（https://www.nofu.jeed.go.jp/Nofu_Densi/）から
ダウンロードできます。

▼電子申告申請システムの申告申請書等送信可能時間について

電子申告申請システムで申告申請書を作成することは24時間可能です。
作成した申告申請書等の送信可能時間は以下のとおりです。

令和8年4月1日のみ 10：00～23：00
令和8年4月2日～令和9年3月31日 5:00～23:00（土・日・祝日含む）

 申告申請期限直前はシステムが混み合うことが予想されます。早めの申告申
請をお願いします。
また、申告申請期限当日も電子申告申請システムでの申告申請書等の送信

可能時間は23:00ですのでご注意ください。
 上記送信可能時間のなかでメンテナンスによりシステムの利用を一時停止す

ることがございます。システム停止時間については電子申告申請システムトッ
プページをご確認ください。
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お問い合わせ先

各都道府県申告申請窓口までお問い合わせください。

チャットボットもご利用ください。
URL：
https://supportbot-admin.userlocal.jp/pages/1a58fd8d890bec028af1

ＱＲコード：

高齢・障害・求職者雇用支援機構（以下「機構」といいます。）

ホームページから申告申請書の作成・送信ができます。

「障害者雇用納付金 電子申告申請システム」

https://www.nofu.jeed.go.jp/Nofu_Densi/

▼対象となる納付金等

障害者雇用納付金、障害者雇用調整金、報奨金、在宅就業障害者特例調整金、在
宅就業障害者特例報奨金

納付金制度に関しては機構ホームページをご確認ください。

https://www.jeed.go.jp/disability/koyounohu/index.html

システムの使い方、
疑問点等を尋ねて
いただければ、回
答します。

▼過去にマクロ・Excel様式にて作成・申告申請を行ったデータ（XMLま
たはＥｘｃｅｌ)をお持ちの事業主の方

→P.38

※令和７年度申告申請以降、Excel様式（マクロ機能なし）は取り込み不可となります。

▼過去に電子申告申請システムにて作成・申告申請を行ったデータ
（XMLファイル)をお持ちの事業主の方

→P.31

▼初めて申告申請を行う事業主の方

→P.49



入力時の注意事項

本マニュアルは、障害者雇用納付金電子申告申請システム（以下「本シス
テム」といいます。）の操作方法について記載しています。

はじめに

▼ 本マニュアルの構成について

冒頭では、各機能の概要について説明しています。実際の操作方法については、
概要説明の後のページで説明しています。
なお、本システムでは、最新の申告申請年度から過去3年分の過年度申告等が可
能です。年度により機能の変更がある場合は、その旨が記載されています。

▼ 本マニュアルの表記について

本マニュアルは以下の環境で画面を取得しています。

OS Microsoft Windows11

ソフトウェア Microsoft Edge

本マニュアル内に記載されている記号は、以下のような意味があります。

記号 意味

操作時のポイントを表しています。

入力時の注意事項を表しています。

操作対象または説明対象箇所を示します。

「 」
画面項目や入力内容等を表しています。
例：「案件情報」

［ ］
画面名を表しています。
例：［事業所の追加・修正］画面

【 】
ボタン名を表しています。
例：【登録】をクリックします。

『 』
参照先のタイトルや資料名を表しています。
例：『障害者雇用状況報告書』を確認します。

参照先を表しています。
例：➡ P.51「事業主を登録する」に進みます。

ポイント



▼▼推奨環境について推奨環境について

本システムを利用する際の推奨環境は以下のとおりです本システムを利用する際の推奨環境は以下のとおりです。。

ブラウザブラウザ Microsoft EdgeMicrosoft Edge、、Google ChromeGoogle Chrome

OSOS MicrosoftMicrosoft  WindowsWindows  １１１１

PDFPDF印刷ソフト印刷ソフト AdobeAdobe  AcrobatAcrobat  ReaderReader

▼▼本システム及び本マニュアル記載内容の商標等本システム及び本マニュアル記載内容の商標等

・・MicrosoftMicrosoft EdgeEdge、、MicrosoftMicrosoft WindowsWindowsはは、、米国米国MicrosoftMicrosoft  CorporationCorporation  
の登録商標の登録商標、、商標または商品名称です商標または商品名称です。。
・・GoogleGoogle  ChromeChromeはは、、米国米国GoogleGoogle  LLCLLC  のの登録商標登録商標、、商標または商品名称商標または商品名称ですです。。
・・QRQRコードはコードは、、株式会社デンソーウェーブの株式会社デンソーウェーブの登録商標です登録商標です。。
・・その他その他、、記載されている会社名記載されている会社名、、製品名等は製品名等は、、各社の登録商標または商標です各社の登録商標または商標です。。

▼▼nofumail@nofunofumail@nofu..jeedjeed..gogo..jpjp  の受信設定についての受信設定について

・・電子申告申請用ＩＤ電子申告申請用ＩＤ・・パスワードの通知や審査結果メールはパスワードの通知や審査結果メールは、、当該メールアドレス当該メールアドレス
から送付されますのでから送付されますので、、電子申告申請を行う事業主の方は事前に受信できるよう電子申告申請を行う事業主の方は事前に受信できるよう
設定してください設定してください。。
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共通操作 P. 2

1章 共通操作

1 ボタンの操作について P. 2
2 処理完了メッセージについて（1） P. 4
3 処理完了メッセージについて(2) P. 4
4 入力する項目について P. 5
5 一覧について P. 6
６ ログアウトについて P. 7
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共通操作

1章 共通操作

ボタンの操作について

本システム操作中に、画面下部にボタン群が表示されます。

表示される代表的なボタン群は以下のとおりです。ボタンをクリックする
と、ボタンに書かれている処理を実行します。また、どの画面で表示され
た場合も同じ処理となります。

戻る

1つ前の画面に戻ります。

1 クリア

入力内容をすべて消去します。

2

保存3 次へ

次の画面に進みます。

4

1

ポイント
ボタンが表示されない
場合

画面が拡大されていることで見切
れているので、キーボードを使用
してちょうどよい大きさになるま
で以下の操作をしてください。
【Windowsの一般的な操作方法】
・画面縮小する場合は、「Ctrl」キー
を押しながらマイナスキー（=と-）
を押します。
・画面拡大する場合は、「Ctrl」キー
を押しながらプラスキー（+と;）を
押します。

3 421

必須

入力内容を申告申請書保存データファ
イルとして任意のフォルダに保存するこ
とができます。

入力を中断する場合、保存した内容を
後から呼び出して、続きから入力するこ
とができます。

P. 27「データを利用して作成する」
参照

電子申告申請システムで作成した
XMLファイルは、デフォルトでは
「ダウンロード」フォルダに保存され
ることが多いです。まずはお使いの
パソコンの「PC」→「ダウンロード」
フォルダを探してみてください。

ポイント
電子申告申請データの
保存先
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1章 共通操作 共通操作

一覧へ戻る

一覧画面から遷移した場合に表示され、
一覧画面に戻る場合にクリックします。

削除

登録している事業所情報や障害者情報
などを削除する場合にクリックします。

確定

5 6 7

5 6

7 はてなマーク

該当ボタンに、詳細説明がある場合に
表示されます。マウスポインタを合わせ
ると吹き出しが表示され、内容を確認
することができます。

8

ポイント タイムアウト

30分以上入力がないと自動的
にタイムアウトする仕様となって
います。
タイムアウト前に入力内容を保
存していないと消えてしまいま
すので、ご注意ください。
そのため、一定時間入力されな
いときは、こまめに入力内容を
保存してください。

P. 2「③ 保存」参照

8

➡

入力した内容にエラーがないかチェック
する場合にクリックします。エラーがあ
る場合はエラー内容が表示されるため、
該当項目を修正してください。

エラーがない場合は、処理完了メッセー
ジが表示されます。
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1章 共通操作 共通操作

処理完了メッセージについて（1)

操作ボタンの【確定】をクリックすると、エラーがない場合は、処理が完了
したことを知らせるメッセージが表示されます。【OK】をクリックしてメッ
セージを閉じてください。メッセージを閉じると、元の画面に戻ります。

操作ボタンの【削除】をクリックすると、削除を実行してよいかについて、
処理完了メッセージが表示されます。【はい】を選択すると削除を実行し、
処理完了メッセージが表示されます。【キャンセル】を選択すると、削除を
中止し、元の画面に戻ります。

処理完了メッセージについて（２）

処理を中止 処理を実行

2

3
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1章 共通操作 共通操作

入力する項目について

入力する項目の操作は以下のとおりです。 必須 と表示されている項目
は必ず入力してください。

テキストボックス

クリックして内容を入力します。入力す
る桁数に指定がある場合があります。
項目名のそばに記載されている内容を
確認し入力してください。

チェックボックス

クリックして選択／非選択を切り替えま
す（複数項目ある場合は、複数選択可。）。

はてなマーク

該当項目に、詳細説明がある場合に表
示されます。マウスポインタを合わせる
と吹き出しが表示され、内容を確認す
ることができます。

ドロップダウンリスト

▼をクリックすると、一覧が表示されま
す。表示された一覧から該当項目を選
択します。

選択した状態

文字種の指定あり

半角文字で入力

文字種の指定なし

4

1 2

3 4

6

5

カレンダーボタン

日付を入力する欄
に表示されます。

ボタンをクリックす
ると、カレンダーが
表示され、カレン
ダーから該当の日
付を選択します。

ラジオボタン

クリックして選択／非選択を切り替えま
す（複数項目ある場合は、単一項目のみ
選択可。）。

5 6

1 2 3

4

必須

必須

必須
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1章 共通操作 共通操作

一覧について

一覧画面（事業所の登録、障害者の登録時に表示）の表示・操作は以下の
とおりです。

検索結果件数

検索結果件数が表示されます。現在表
示されている件数および括弧内に総件
数が表示されます。

ページ切替え

検索結果一覧のページを切り替えます。

最初：先頭（1件目）のページに切替え

前へ：現在表示されているページの前
のページに切替え

ページ数：▼をクリックして該当の検索
結果ページに切替え

次へ：現在表示されているページの次
のページに切替え

最後：最後のページに切替え

絞り込み

検索結果一覧を絞り込みます。以下の
絞り込み指定が表示されます。絞り込
むための条件を指定して、【検索】をク
リックします。

並べ替え

検索結果一覧を並べ替えます。以下の
並べ替え指定が表示されます。並べ替
えの条件を指定して、【閉じる】をクリッ
クします。

昇順：文字の場合は、あ→んの順、アル
ファベットの場合は、A→Zの順、
数字の場合は小さい方から順に
並べ替えます。

降順：昇順の逆順で並べ替えます。

※表示される項目は画面によって
異なります。

※表示される項目は画面によって異な
ります。

5

1 2

3 4

1

2

3 4
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1章 共通操作 共通操作

ログアウトについて

【ログアウト】ボタンをクリックするとログアウトします。

6
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2章

電子申告申請用
ＩＤ・パスワード
を設定する

1 ID・パスワード新規発行 P. 9

2 パスワード再設定 P. 16

3 パスワード変更 P. 23

過年度に取得済みのIDとパスワードはそのまま
お使いいただけますので、新たに取得していた
だく必要はありません。
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ID・パスワード新規発行

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する

1

電子申告申請用ID・パスワードの新規発行を申請します。

申請すると、申請時に入力したメールアドレス宛てに仮登録のお知らせ
メールが届きます。

仮登録のお知らせメールに記載されている内容に従って、本登録を行っ
てください。本登録完了後、本登録お知らせメール 兼 電子申告申請用
ID/パスワードメールが送信され、IDおよび初期パスワードが通知され
ますので、ご確認ください。

新規発行
の申請

仮登録の
お知らせ
メール

認証用コード
の入力

ID・パスワード
新規発行完了

メール受信後
3時間以内に実施

本登録の
お知らせ 兼 電子
申告申請用ID/
パスワードメール

ID・パスワード新規発行直後に発行されるパスワードを「初期パスワード」と
いいます。
本システムに初期パスワードでログインする際、初期パスワードの変更が必要
なため、［パスワード変更］画面が表示されます。
任意のパスワードに変更してください。

過去にID・パスワード発行済みでも、ID・パスワードとメールアドレスを忘れた
場合は、再度ID・パスワード新規発行が必要です。

個人事業主で、機構が発行する事業主番号をお持ちでない場合は、
本メニューから取得いただくことはできません。
各都道府県申告申請窓口までお問い合わせください。

仮登録のお知らせメールや本登録のお知らせ兼電子申告申請用ID/パスワード
メールは「nofumail@nofu.jeed.go.jp」から送付されますので、事前に受
信できるよう設定してください。
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

操作の流れ

メインメニューから「ID・パスワード新規
発行」を選択する1

手順
ホーム

ID・パスワードの新規発行を申請する2
手順 ID・パスワード発行

申請
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ホーム・・・ ＩＤ・パスワード発行申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

ID・パスワード新規発行申請

【ID・パスワード新規発行】を
クリックします。

1

ID・パスワードの新規発行を申請する場合の操作手順について説明しま
す。

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定

P. 11



2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

ホーム・・・ ＩＤ・パスワード発行申請

ポイント 認証用コード

任意の数字6～8桁で設
定するコード番号。仮登録
お知らせメール受信後、
ID・パスワード発行の際
に再度入力が必要となり
ます。

入力時の注意事項➡ P. 13

［ID・パスワード発行申請］画
面が表示されます。

◆ 申請情報を入力する

「事業主情報」「担当者情報」お
よび「認証用情報」を入力しま
す。「認証用コード」は、任意の
数字6～8桁を入力してくだ
さい。
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

ホーム・・・ ＩＤ・パスワード発行申請

法人番号のある事業主の場合、法人番号（13桁）を入力します。

 法人番号のない事業主の場合

1

2

法人番号のない事業主の場合、
① 「法人番号なし」のチェックボッ
クスにチェックを入れ、② 「事業主
番号」を入力します。

法人番号

入力時の注意事項

確認メッセージが表示され
ます。

処 理 を 続 行 す る 場 合 は
【OK】を、処理を中止する場
合は【キャンセル】を選択しま
す。

◆ 申請する

入力した内容でよければ【申
請】をクリックします。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

ホーム・・・ ＩＤ・パスワード発行申請

申請時に入力したメールアドレス宛てに、電子申告申請
仮登録お知らせメールが送信されます。

[処理完了]画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

受信した「電子申告申請仮登
録お知らせメール」を開き、
メール本文にある本登録用
URLのリンクをクリックします。

仮登録お知らせメール

本登録用URL：
https://xxxxxxx.xxxxx

ポイント
アクセスできな
い場合

URLのリンクをクリックして
もアクセスできない場合は、
URLをコピーして、インター
ネットブラウザのアドレス
バーに貼り付けてアクセスし
てください。
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 1 ID・パスワード新規発行

ホーム・・・ ＩＤ・パスワード発行申請

[認証用コード入力]画面が表
示されます。

◆ 認証用コードを入力する

① ID・パスワード新規発行申
請時に設定した「認証用コー
ド」を入力し、② 【確認】をク
リックします。

1

2

入力時の注意事項

[処理完了]画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

認証用コードの入力を5回連続して
誤ると、当該認証用コードは無効と
なり、本登録ができなくなります。
再度、ID・パスワード新規発行申請
が必要となるため、入力誤りにご注
意ください。

申請時に入力したメールアドレス宛てに、電子申告申請
本登録お知らせ 兼 電子申告申請用ＩＤ・パスワードメー
ルが送信されます。本登録お知らせメール内にIDおよ
びパスワードが記載されているため、内容を確認してく
ださい。
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パスワード再設定

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する

2

パスワードを忘れてしまった場合に、パスワード再設定申請を行い新しい
任意のパスワードを再設定します。パスワードに使用できる文字数など、
設定に関する注意を確認し、設定してください。

パスワード再設定申請を行うと、申請時に入力したメールアドレス宛てに
パスワード再設定用URLお知らせメールが届きます。

パスワード再設定用URLにアクセスし、お知らせメールに記載されてい
る内容に従って、再設定を完了してください。再設定完了後、再設定完了
メールが通知されます。

入力時の注意事項

• ９文字以上13文字以下で英大文字、英小文字、数字、記号の組み合わせで
設定してください。

• 使用できる記号は!”#$%&’()*+,-./:;<=>?@[/]＾_`{|}~です。

• 第三者から推測されやすい文字列は設定できません。
• ユーザIDを含めることはできません。

パスワード設定に関する注意点は以下のとおりです。

パスワード
再設定申請

再設定URL
のお知らせ

メール

新しいパス
ワードの登録

パスワード
再設定完了

再設定URLメール
受信後3時間以内に

実施

再設定完了の
お知らせ
メール

担当者メールア
ドレス、認証コー

ド登録

ポイント パスワード再設定にはメールアドレスが必要です。

メールアドレスも忘れてしまった場合は、「ID・パスワード新規発行」メニューよりユーザ
IDおよびパスワードを新規に発行して下さい。

P. 9「ID・パスワード新規発行」参照
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

操作の流れ

メインメニューから「パスワード再設定」
を選択する1

手順
ホーム

パスワードの再設定を申請する2
手順 パスワード再設定

申請
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ホーム・・・ パスワード再設定申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

パスワード再設定申請

【パスワード再設定】をクリック
します。

1

パスワードの再設定を申請する場合の操作手順について説明します。
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ホーム・・・ パスワード再設定申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

［パスワード再設定申請］画面
が表示されます。

◆ 申請情報を入力する

① 「登録済情報」「認証用情
報」を入力します。「認証用
コード」は、任意の数字６～8
桁を入力してください。

◆ 申請する

入力した内容でよければ
② 【申請】をクリックします。

入力時の注意事項➡ P. 21

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

ポイント 認証用コード

任意の数字6～8桁で設
定するコード番号。パス
ワード再設定用URLメー
ル受信後、パスワード再設
定の際に再度入力が必要
となります。

1

2
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ホーム・・・ パスワード再設定申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

[処理完了]画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

申請時に入力したメールアドレス宛てに、電子申告申請用
パスワード再設定用ＵＲＬメールが送信されます。

受信した「電子申告申請用パ
スワード再設定用ＵＲＬメー
ル」を開き、メール本文にある
再設定用URLのリンクをク
リックします。

電子申告申請用パスワード再設定
用ＵＲＬメール

再設定用URL：
https://xxxxxxx.xxxxx

ポイント
アクセスできな
い場合

URLのリンクをクリックして
もアクセスできない場合は、
URLをコピーして、インター
ネットブラウザのアドレス
バーに貼り付けてアクセスし
てください。
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ホーム・・・ パスワード再設定申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

[認証用コード入力]画面が表
示されます。

◆ 認証用コードを入力する

① パスワード再設定申請時に
設定した「認証用コード」を入
力し、② 【確認】をクリックしま
す。

1

2

入力時の注意事項

認証用コードの入力を5回連続して
誤ると、当該認証用コードは無効と
なり、パスワード再登録ができなく
なります。
再度、パスワード再設定申請が必要
となるため、入力誤りにご注意くだ
さい。

[パスワード再設定]画面が表
示されます。

◆ パスワードを入力する

① 「新しいパスワード」を2回
入力し、② 【登録】をクリックし
ます。

1

2
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ホーム・・・ パスワード再設定申請

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 2 パスワード再設定

[処理完了]画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

申請時に入力したメールアドレス宛てに、電子申告申請用
パスワード再設定完了メールが送信されます。
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パスワード変更

2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する

3

電子申告申請用のパスワードを変更します。

パスワードに使用できる文字数など、設定に関する注意を確認し、設定し
てください。

入力時の注意事項

• ９文字以上13文字以下で英大文字、英小文字、数字、記号の組み合わせで
設定してください。

• 使用できる記号は!”#$%&’()*+,-./:;<=>?@[ /]＾_`{|}~です。

• 第三者から推測されやすい文字列は設定できません。
• ユーザIDを含めることはできません。

パスワード設定に関する注意点は以下のとおりです。

操作の流れ

メインメニューから「パスワード変更」を
選択する1

手順
ホーム

パスワードを変更する2
手順

パスワード変更
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 3 パスワード変更

ホーム・・・ パスワード変更

パスワード変更

【パスワード変更】をクリックし
ます。

1

パスワードを変更する場合の操作手順について説明します。
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2章 電子申告申請用ＩＤ・パスワードを設定する 3 パスワード変更

ホーム・・・ パスワード変更

［パスワード変更］画面が表示
されます。

◆ パスワードを入力する

① 「現在のパスワード」「新し
いパスワード」「新しいパス
ワード（確認用）」を入力します。

◆ 入力内容を登録する

入力した内容でよければ
② 【登録】をクリックします。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

[処理完了]画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

1

2
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1 保存データの取込 P. ２８
2 事業主作成CSVの取込 P. ４１

1 データを利用して作成する P. 27

2 新たに作成する P. 49

3章
申告申請書を
作成する

1 事業主を登録する P. 51
2 事業所を登録する P. 53
3 障害者を登録する P. 66
4 申告申請額の確認・追加情報を
 登録する P. 86

ブラウザを閉じた場合、または作成途中にホームに戻ると今まで入力し
たデータは消えてしまいます。新規にデータを入力した際は、こまめに保
存ボタンをクリックし、保存データ（XMLファイル）を保存してください。

「事業所情報」「障害者情報」については、普段
お使いの人事・労務ソフト、Excelファイルから、
所定のCSVフォーマットに合わせたCSVファイル
を作成することにより取り込むことができます。

申
告
申
請
書
の
作
成
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データを利用して作成する1

3章 申告申請書を作成する

4章に進む

過去に作成・保存したデータを取り込み、申告申請書を作成します。

また、新たに作成した事業所情報CSVファイルまたは障害者情報CSV
ファイルを取り込み、申告申請書を作成することができます。

操作の流れ

3
手順

手順2で取り込んだデータをもとに、以
下にしたがって、申告申請書を作成する

申告申請書の作成

事業主を登録する

事業所を登録する2

障害者を登録する3

申告申請額の確認・追加情報を登録する4

3
手順

1

入力途中のデータまたは過去に作成・
保存したデータを利用する場合

2
手順

データ取込
保存データの取込1

事業主作成CSVの取込

事業主が作成したＣＳＶファイルを利用
する場合

2

1
手順 メインメニューから申告申請年度を指定

して、申告申請書の作成を開始する1
手順

開始
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3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

保存データの取込1

いずれも操作手順は同じで、 [保存データの取込]画面でデータを取り込
みます。

データの取込

申告申請書の作成へ

 申告申請書作成支援
シート（マクロ機能付
き）（Ver.10.0.0、
Ver.11.0.0または
Ver.13.0.0)

 Excel様式（マクロ
機能なし）※令和７
年度申告申請以降
取込不可

過去にマクロ・Excel様式で
作成したデータを取り込んで

作成する

 入力途中の
データの続
きを作成す
る

 入力途中の
データに他の
データの情報
を統合する

拡張子がXLSMのままだと取り
込めません。バックアップファイ
ルを作成して、拡張子がXMLの
ファイルを取り込んでください。

電子申告申請システムで
作成したデータを取り込んで作成する

過去に作成したデータを利用して申告申請書を作成する操作手順につい
て説明します。以下のメニューがあります。

●「過年度申告申請データを取り込んで作成する」

●「入力途中のデータの続きを作成する」

●「入力途中のデータに他のデータの情報を統合する」

本システムの保存ボタンから保存した入力途中のデータを使用して、続
きの作業を実施する場合に使用するメニューです。

●「過去にマクロ・Excel様式で作成したデータを取り込んで作成する」

申告申請書作成支援シート（マクロ機能付き）またはExcel様式（マクロ
機能なし）で作成されたデータを使用して申告申請書を作成する場合に
使用するメニューです。

※申告申請書作成支援シートは、事業所数299所・障害者数1,999名ま
で入力可能です。

 過年度申告申
請データを取り
込んで作成す
る
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

① 申告申請年度を選択し、

② 【データを利用して作成す
る】をクリックします。

［取込データ選択］画面が表示
されます。

◆ 取り込むデータを選択する

【保存データの取込】をクリッ
クします。

※事業主作成CSVを取り込む
場合 P. 41「事業主作成
CSVの取込」参照

1

2
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[保存データの取込]画面が表
示されます。

◆ 電子申告申請システムで作
成したデータを取り込んで作
成する

※過年度申告申請データを取
り 込 ん で 作 成 す る 場 合

P. 31「過年度申告申請
データを取り込んで作成す
る」参照

※入力途中のデータの続きを
作成する場合 P. 33「入
力途中のデータの続きを取
り込んで作成する」参照

※入力途中のデータに他の
データの情報を統合する場
合 P. 35「入力途中の
データに他のデータの情報
を統合する」参照

◆ 過去にマクロ・Excel様式
で作成したデータを取り込ん
で作成する

※過去にマクロ・Excel様式で
作成したデータを取り込ん
で作成する場合

P. 38「過去にマクロ・
Excel様式で作成したデー
タを取り込んで作成する」参
照
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

◆ 作業を選択する

① 「申告申請書保存データ
（取込）」を選択します。

◆ ファイルを選択する

② 【ファイルを選択】をクリッ
クします。

「※指定できるファイル」をご
確認のうえ、ファイルを選択し
てください。

電子申告申請システムで作成したデータを取り込んで作成
する

過年度の申告申請に使用したXMLファイルを取り込み、当年度の申告申請書
を作成します。

過年度申告申請データを取り込んで作成する

過年度申告申請データを取り込んで作成する P. 31

入力途中のデータの続きを取り込んで作成する P. 33

[開く]画面が表示されます。

ファイルを選択し、【開く】をク
リックします。

入力途中のデータに他のデータの情報を統合する P. 35

1

2
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[保存データの取込]画面に戻
ります。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【取込】をクリックします。

入力画面に進む

確認メッセージが表示されま
す。

取り込みを続行する場合は
【OK】を、処理を中止する場合
は【キャンセル】を選択します。

取込が完了すると確認メッ
セージが続けて表示されます。

申告申請年度を当年度に変換
する場合は【OK】を、[保存
データの取込]画面に留まる
場合は【キャンセル】を選択し
ます。

入力時の注意事項

過年度に申告申請をしたデータを取り込み、申告申請年度を当年度に変換し
た場合は、過年度入力したデータが反映されていますので、内容を確認し修正
もれのないよう注意してください。

www.nofu.jeed.go.jpの内容

www.nofu.jeed.go.jpの内容
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[開く]画面が表示されます。

ファイルを選択し、【開く】をク
リックします。

◆ 作業を選択する

① 「申告申請書保存データ
（取込）」を選択します。

◆ ファイルを選択する

② 【ファイルを選択】をクリッ
クします。

「※指定できるファイル」をご
確認のうえ、ファイルを選択し
てください。

入力途中のデータの続きを取り込んで作成する

電子申告申請システムで途中まで作成した保存済みの申告申請書データを
取り込み、保存時の入力状態から続きを作成します。

1

2
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[保存データの取込]画面に戻
ります。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【取込】をクリックします。

入力途中の画面
（前回保存した画面）に進む

確認メッセージが表示されま
す。

取り込みを続行する場合は
【OK】を、処理を中止する場合
は【キャンセル】を選択します。

ファイルを取り込むことで、現
在の申告申請データは上書き
されます。

www.nofu.jeed.go.jpの内容

www.nofu.jeed.go.jpの内容 取込が完了すると確認メッ
セージが続けて表示されます。

入力途中の画面に進む場合は
【OK】を、[保存データの取込]
画面に留まる場合は【キャンセ
ル】を選択します。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[開く]画面が表示されます。

ファイルを選択し、【開く】をク
リックします。

◆ 作業を選択する

① 「申告申請書保存データ
（統合）」を選択します。

◆ ファイルを選択する

② 【ファイルを選択】をクリッ
クします。

「※指定できるファイル」をご
確認のうえ、ファイルを選択し
てください。

入力途中のデータに他のデータの情報を統合する

電子申告申請システムで途中まで作成した保存済みの申告申請書データを
取り込み、「事業所情報」「障害者情報」を統合します。

1

2
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[保存データの取込]画面に戻
ります。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【統合】をクリックします。

ポイント 統合

「申告申請書保存データ
（統合）」で選択したファイ
ルを取り込み、事業所情
報と障害者情報を追加情
報として統合します。
このとき、統合対象データ
の事業所別連番は、統合
処理実施時点で確定済み
となっている事業所別連
番の次の番号から再採番
されます。

確認メッセージが表示されま
す。

取り込みを続行する場合は
【OK】を、処理を中止する場合
は【キャンセル】を選択します。

入力途中のデータが含まれて
いた場合、さらに確認メッセー
ジが表示されます。

対象の登録・修正画面に進む
場合は【OK】を、[保存データ
の取込 ]画面に戻る場合は
【キャンセル】を選択します。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

ポイント 再採番ボタン

事業所別連番に空き番が
ある場合に、通番となる
よう採番します。

P. 64「事業所別連番
の再採番」参照

[保存データの取込]画面に戻
ります。

【次へ】をクリックします。

P. 51 「事業主を登録す
る」に進みます。

事業主を登録する に進む
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[開く]画面が表示されます。

ファイルを選択し、【開く】をク
リックします。

◆ 作業を選択する

① 「申告申請書作成支援シー
ト（マクロ機能付き）」または
「Excel様式（マクロ機能な
し）」を選択します。

※令和７年度申告申請以降、
「Excel様式（マクロ機能な
し）」の作業は選択できません。

◆ ファイルを選択する

② 【ファイルを選択】をクリッ
クします。

「※指定できるファイル」をご
確認のうえ、ファイルを選択し
てください。

過去にマクロ・Excel様式で作成したデータを取り込んで
作成する

過去にマクロ・Excel様式で作成したデータのバックアップデータ（XMLファ
イル）を取り込んで作成します。

1

2

「申告申請書作成支援シート（マク
ロ機能付き）」を取り込む場合は
「.xml」のファイルを選択して、開
くをクリックしてください。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[保存データの取込]画面に戻
ります。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【取込】をクリックします。

ファイルを取り込むことで、現
在の申告申請データは上書き
されます。

事業主を登録する に進む

ポイント 再採番ボタン

事業所別連番に空き番が
ある場合に、通番となる
よう採番します。

P. 64「事業所別連番
の再採番」参照

[保存データの取込]画面に戻
ります。

【次へ】をクリックします。

P. 51 「事業主を登録す
る」に進みます。

※事業主作成CSVを取り込む
場合 P. 41「事業主作成
CSVの取込」参照
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

令和7年度以降の申告申請から、取り込み可能なデータの追加・変更がありま
すので、申告申請年度で表記が変更となります。

変更内容は以下のとおりです。

令和6年度以前の過年度申告等の場合

申告申請書作成支援シート（マクロ機能付き）

Excel様式（マクロ機能なし）

Ver.13.0.0で作成したデータも取り込み可能となります。

取り込み不可となり、画面上も非表示となります。

令和7年度以降の申告申請の場合

「令和7年度申告申請書作成支援シート（マクロ機能付き）Version13.0.0」
は、令和6年度の中途に吸収合併、相続、廃止等があった場合の申告申請用
に配布したものであり、現在は配布していませんので、ご了承ください。
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3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

事業主作成CSVの取込

事業主が作成した事業所情報CSVファイルまたは障害者情報CSVファイ
ルを取り込み、申告申請書を作成する操作手順について説明します。

事業主が保有する人事・労務ソフトから出力したCSVファイルがある場
合は、その内容を所定のCSVフォーマットに合わせることによりデータを
取り込むことができます。

2

取込データを作成済み取込データを未作成

取込データの
ダウンロード

取込データの作成

データの取込

申告申請書の作成へ
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

① 申告する年度を選択し、
② 「データを利用して作成す
る」をクリックします。

［取込データ選択］画面が表示
されます。

◆ 取り込むデータを選択する

【事業主作成CSVの取込】をク
リックします。

※保存データを取り込む場合
P. 28「保存データの取

込」参照

2

1
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

［事業主作成CSVの取込］画
面が表示されます。

本システムに取り込むための
事業所情報CSVファイルまた
は障害者情報CSVファイルの
フォーマットをダウンロードす
る場合、利用条件を確認しま
す。

作成済みの事業所情報
CSVファイルまたは障害者情
報CSVファイルがある場合、
P. 46「◆ 作成したファイルを
選択する」に進みます。

◆ 利用条件を確認する

「CSV取込機能の利用条件」
のリンクをクリックします。

1

2

［利用規約］画面が表示されま
す。

◆ 利用規約を確認する

利用規約をご確認の上、同意
して本メニューを使用する場
合は、① 「この利用規約に同
意する」のチェックボックスに
チェックを入れ、② 【閉じる】
をクリックします。

利用規約に同意しない場合、
ダウンロードを中止する場合
は、【閉じる】をクリックします。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

ダウンロードした標準フォーム
に入力し、取込データを作成し
ます。

［事業主作成CSVの取込］画
面に戻ります。

「事業所情報CSVファイル」お
よび「障害者情報CSVファイ
ル」の「標準フォーム」「記入要
領」「サンプル」の各ファイルが、
ダウンロードできる状態にな
ります。

ダウンロードするファイルのボ
タンをクリックし、ファイルをダ
ウンロードします。

※サンプルのダウンロードは
任意です。

入力時の注意事項 P. 45

CSVフォーマットの詳細資料・
サンプルファイルはここから
ダウンロードできます。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

入力時の注意事項

事業主作成CSVフォーマットの入力規則は、［事業主作成CSVの取込］画面か
ら、事業所情報CSVファイル及び障害者情報CSVファイルの「記入要領」をダウ
ンロードしてご確認ください。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[開く]画面が表示されます。

ファイルを選択し、【開く】をク
リックします。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【取込】をクリックします。

◆ 作成したファイルを選択す
る

作成したファイルに応じて、
「事業所情報CSVファイル」ま
たは「障害者情報CSVファイ
ル」の【ファイルを選択】をク
リックします。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

処理完了メッセージが表示さ
れます。

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 1 データを利用して作成する

[事業主作成CSVの取込]画
面に戻ります。

【次へ】をクリックします。

P. 51 「事業主を登録す
る」に進みます。

ポイント 登録内容確定

取込んだ事業所情報や障
害者情報の登録内容を確
認し確定させることが必
要です。

事業主を登録する に進む
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3章 申告申請書を作成する

新たに作成する2

申告申請書の情報を一から入力して作成します。

事業所情報や障害者情報については、CSVファイルを作成して取り込む
ことが可能です。取り込み方法は、P. 41「事業主作成CSVの取込」を参
照してください。

過去のデータや入力途中の保存データを利用して作成する場合は、
P. 28「保存データの取込」を参照してください。

操作の流れ

メインメニューから申告申請年度を指定
して、申告申請書の作成を開始する

以下にしたがって、各画面で申告申請
に必要な情報を入力し、保存する

事業主を登録する1

事業所を登録する2

障害者を登録する3

申告申請額の確認・追加情報を登録する4

1
手順

2
手順

開始

申告申請書の作成

4章に進む
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

① 申告申請年度を選択し、

② 【新たに作成する】をクリッ
クします。

P. 51 「事業主を登録す
る」に進みます。

データを取り込んだのち、次画面に進み、ホーム画面までに戻ると今まで入力したデー
タはすべて消えてしまいます。データを入力したらこまめに保存してください。

入力時の注意事項

＜申告･申請年度とは＞
令和8年度申告申請：対象期間＝令和7年４月～令和8年３月の雇用状況に基づく内容

2

1

事業主を登録する に進む
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

[事業主の登録]画面が表示さ
れます。

◆ 事業主の情報を入力する

① 各項目を入力します。

入力した内容でよければ②
【次へ】をクリックします。

P. 53「事業所を登録す
る」に進みます。

事業所を登録する に進む

事業主を登録する

事業主の名称、住所等を登録します。

1

入力時の注意事項 P. 52

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存するこ
とができます。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照

2

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

1

法人番号を持たない事業主はこちらを
クリックします。開業届などの写しの提
出が必要です。

企業が所在する公共職業安定所
のコード番号を記入ください。具
体的な番号は、記入説明書記載
の「都道府県コード・職安コード」
をご参照ください。

法人略称を使用しないで正式
名称を入力ください。

ハローワークに提出した「障
害者雇用状況報告書」に記
載の住所又は本社の所在地
を入力ください。

ハローワークに提出した「障害者雇用状況報告書」の「事業の
種類」欄に記載した産業分類番号及び事業の内容を入力して
ください。番号が不明な場合は、記入説明書記載の「日本標
準産業分類（中分類番号）表」で確認のうえ入力してください。
産業分類表を確認しても不明な場合はハローワークに照会し
てください。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

入力時の注意事項

1

2

3

必須

必須

法人番号のある事業主の場合、法人番号（13桁）を入力します。

法人番号

 法人番号のない事業主の場合

法人番号のない事業主の場合
① 「法人番号なし」のチェック
ボックスにチェックを入れ、②
「事業主番号」を入力します。

初めて申告申請する事業主の
方で、事業主番号をお持ちで
ない場合③「事業主番号未採
番の個人事業主」にチェックを
入れ、事業主番号は入力しま
せん。

事業主番号未採番の事業主であっても申告
申請書の作成は可能です。
ただし、電子申告申請はできませんので、
【機構提出用】申告申請書（ＱＲコード）での
提出をお願いします。
なお、電子申告申請を行うには事業主番号
の採番（取得）が必要ですので、各都道府県
申告申請窓口に連絡してください。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

事業所を登録する

事業所の名称、所在地等を登録、修正、削除します。

[事業所の登録]画面が表示さ
れます。

【新規追加】をクリックします。

2

事業所情報の新規追加

事業所情報の新規追加 P. 53

事業所情報の削除 P. 62

事業所情報の修正 P. 59

64事業所別連番の再採番 P.

事業所の名称、所在地等を新規に追加します。
申
告
申
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書
の
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

1

2

［事業所の追加・修正］画面が
表示されます。

◆ 事業所の情報を入力する

① 事業所情報、常用雇用労働
者数、所定労働時間を入力し
ます。

この事業所で雇用する障害者
の所定労働時間を設定する場
合は、所定労働時間を入力し
て【確定】をクリックします。入
力した所定労働時間を、［障害
者の追加・修正］画面に反映さ
せることができます。

P. 67「ポイント 所定労働
時間」参照

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ②
【確定】をクリックします。

入力時の注意事項 P. 55

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

各月の算定基礎日における短時間労働者以外の
常用雇用労働者数および短時間労働者数を入力
してください。
※常用雇用労働者等のカウント方法については
記入説明書20ページをご確認ください。
※年間の所定労働時間の合計数を52週で除し
て週所定労働時間を算出する方法は誤りであり、
雇用保険の考え方とは異なりますのでご注意く
ださい。

※この機能の入力は任意です。

ここでの入力値を、障害者情報入力画面に
ワンクリックで反映させることができるた
め、障害者情報入力時に所定労働時間を
毎回入力する必要がなくなります。
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

入力時の注意事項

事業所別連番

事業所単位で001、002と連番で入力します。既にデータを作成し登録済みの連番は
指定することはできません。

※事業所が1つの場合、事業所別連番は001のみとなります。

※除外率が適用されていない事業所は、複数の事業所をまとめて作成（入力）すること
ができます。この場合、例えば「〇〇株式会社本社 外3事業所」のように、事業所数が
わかるよう「名称」を入力してください。

※算定特例の認定を受けた特例子会社等は、特例子会社等ごとに入力します。ただし、
特例子会社等の除外率適用事業所は、事業所ごとに入力してください。

事業所の区分

「1：特例子会社等の認定を受けた事業所」「2：就労継続支援A型事業所」のいずれかに
該当する場合は、該当する方にチェックを入れます。両方に該当する場合は、両方に
チェックを入れます。

令和7年度以降の申告申請から、障害者の雇用の促進等に関する法律の改正により要
件が変更され、「２：就労継続支援A型事業所」を選択した場合、以下警告が表示されま
す。

※就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

除外率

除外率が適用されている事業所の場合、管轄のハローワークに提出した『障害者雇用状
況報告書』に記載された事業所単位に基づき、事業所ごとに入力します。

※除外率が不明の場合（『障害者雇用状況報告書』を未提出の場合も含む。）は、管轄の
ハローワークにお問い合わせください。

※年度の中途で除外率が変更となった場合の入力方法は、P.142「13 年度の中途で除外率が
変更になった場合」をご参照ください。

算定基礎日

各月の常用雇用労働者数および雇用障害者数を把握する日のことで、事業所が複数あ
る場合は、すべての事業所で同一の日としてください。毎月初日または賃金締切日とす
ることが原則ですが、それら以外の日とすることも可能です。年度の途中で算定基礎日
が変更となる場合は、「算定基礎日変更」の「あり」を選択して、算定基礎日変更月日を
指定します。なお、算定基礎日が月の初日の場合は「1日」、月末の場合は「31日」を指定
します。

※年度の中途で算定基礎日が変更となった場合の入力方法は、P.139「12 年度の中
途で算定基礎日が変更になった場合」をご参照ください。

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

◆ [事業所の登録]画面に戻
る

【一覧へ戻る】をクリックします。

ポイント 新規追加

［事業所の登録］画面だけ
でなくこの画面でも【新規
追加】をクリックして事業
所を新規に追加すること
ができます。

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存するこ
とができます。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照
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［事業所の登録］画面に戻りま
す。

◆ 登録結果を確認する

① 事業所情報が一覧に追加
されたことを確認します。

事業所情報の登録が完了した
場合は、 ② 【次へ】をクリック
します。

P. 66「障害者を登録する」
に進みます。

障害者を登録する に進む

さらに事業所情報を追加する場合 P. 53 「事業所情報の新規追加」に戻る

登録した事業所情報を修正する場合 P. 59 「事業所情報の修正」に進む

登録した事業所情報を削除する場合 P. 62 「事業所情報の削除」に進む

事業所別連番を再採番する場合 P. 64 「事業所別連番の再採番」に進む

1

2

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

［事業所の登録］画面に戻りま
す。

◆ 登録結果を確認する

① 事業所情報が一覧に追加
されたことを確認します。

事業所情報の登録が完了した
場合は、 ② 【次へ】をクリック
します。

P. 66「障害者を登録する」
に進みます。

障害者を登録する に進む

さらに事業所情報を追加する場合 P. 53 「事業所情報の新規追加」に戻る

登録した事業所情報を修正する場合 P. 59 「事業所情報の修正」に進む

登録した事業所情報を削除する場合 P. 62 「事業所情報の削除」に進む

事業所別連番を再採番する場合 P. 64 「事業所別連番の再採番」に進む

1

2
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事業所情報の修正

ポイント エラー有無

入力したデータ又は取り
込んだデータにエラーと
なる情報が含まれていた
場合、 が表示されます。

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

事業所情報の一覧から、修正
する事業所情報の【詳細】をク
リックします。

事業所の名称、所在地等を修正します。

申
告
申
請
書
の
作
成

P. 59



［事業所の追加・修正］画面が
表示されます。

◆ 事業所の情報を修正する

① 表示された情報を修正しま
す。

◆ 修正内容を確定する

修正した内容でよければ②
【確定】をクリックします。

入力時の注意事項

P. 55～P. 56 

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

1

2

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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◆ 修正結果を確認する

① 内容が修正されたことを確
認します。

◆ [事業所の登録]画面に戻
る

② 【一覧へ戻る】をクリックし
ます。

ポイント1 ほかの事業所情報を修正する場合

複数の事業所情報を登録しており、続けてほかの事業所情報を修正する場合、
【前の事業所へ】または【次の事業所へ】をクリックし、修正する事業所情報を表示します。
表示後、内容を修正します。
ただし、【確定】をクリックせず、上記修正作業を始めると内容が保存されませんので、
ご注意ください。

ポイント2 登録している事業所情報を削除する場合

複数の事業所情報を登録しており、 不要な事業所情報を削除する場合、
【前の事業所へ】または【次の事業所へ】をクリックし、削除する事業所情報を表示します。
表示後、内容を確認し、 【削除】をクリックします。
そのほか、P. 62「事業所情報の削除」に進み、［事業所の登録］画面から削除する方法
もあります。

ポイント2 ポイント1

2

1

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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◆ 削除する事業所を選択する

① 「削除」のチェックボックス
にチェックを入れます。

※登録されているすべての事
業所情報を削除する場合は、
【全選択】をクリックします。

◆ 削除する

選択した事業所情報でよけれ
ば② 【削除】をクリックします。

1

事業所情報に障害者情報が登録されている場合、事業所情報を削除することはで
きません。該当の障害者情報を別の事業所に移動するか、削除してください。

確認メッセージが表示されま
す。

削除を続行する場合は【はい】
を、削除を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

事業所情報の削除

登録されている事業所情報を削除します。

入力時の注意事項

2

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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◆ 削除結果を確認する

完了メッセージが表示されま
す。

選択した事業所情報が一覧か
ら削除されたことを確認しま
す。

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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① 「事業所別連番」を確認し、
連番となっていない場合、 ②
【再採番】をクリックします。

確認メッセージが表示されま
す。

再採番を続行する場合は
【OK】を、処理を中止する場合
は【キャンセル】を選択します。

事業所別連番の再採番

事業所別連番に空きの番号がある場合、連番となるように調整します。

※障害者情報に紐づく事業所別連番も自動で更新されます。

1

2

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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◆ 再採番の結果を確認する

完了メッセージが表示されま
す。

事業所別連番が再採番の結果、
連番となっていることを確認
します。

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

障害者を登録する

障害者の情報を登録、修正、削除します。

障害者情報の新規追加 P.

障害者情報の削除 P.

障害者情報の修正 P.

前年度離職者の一括削除 P.

[障害者の登録]画面が表示さ
れます。

【新規追加】をクリックします。

障害者情報の新規追加

障害者の情報を新規に追加します。

3

66

82

79

84

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［障害者の追加・修正］画面が
表示されます。

◆ 障害者の情報を入力する

① 姓名、障害の程度、雇入年
月日などを入力します。

入力時の注意事項 P. 68

ポイント 所定労働時間

【デフォルト値反映】をク
リックし、［事業所の追加・
修正］画面で入力した所定
労働時間を設定すること
ができます。

1

2

【常用】＝週30時間以上の労働者
【短時間】＝週20時間以上30時間未満の
労働者
【特定短時間】＝週10時間以上20時間未
満の労働者
※特定短時間を選択した場合、実労働時
間が週20時間以上であっても特定短時
間として確定されますので入力間違いの
ないようご注意ください。

身体障害者、知的障害者の場
合は等級程度を選択します。

精神障害を選択したとき
のみ「手帳有効期限」入
力欄が表示されるため、
必ず入力してください。

【誤って選択した記号等を取
り消すには】ドロップダウン
ボタンをクリックし、一番上
の空欄部分を選択します。確
認記号は記入説明書を参照
してください。

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ
② 【確定】をクリックします。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、画面上部にエラー
メッセージが表示されま
す。メッセージに従い、該
当項目を修正してくださ
い。
※乖離エラーが発生した

場合 P. 73「入力時
の注意事項 【乖離エ
ラー】」参照

〇雇入年月日：雇入れた年月
日を入力します。
〇年度内障害年月日：年度内
において身体障害者または精
神障害者となった場合に、当
該障害者となった年月日を入
力します。
〇年度内離職年月日：年度内
において離職した場合に、そ
の年月日を入力します。なお、
年度内において役員となり、
雇用保険の被保険者でなく
なった場合もこの欄に入力し
ます。
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令和7年度以降の申告申請における就労継続支援A型事業所利用者である
障害者の入力

入力時の注意事項

令和7年度以降の申告申請から、就労継続支援A型事業所利用者である障
害者の入力については、以下の場合に注意ください。

当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者であり、
かつ、特定短時間労働者である場合

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。

当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者である
場合において、所定労働時間が月８０時間以上１２０時間未満であり、雇
用区分は「短時間労働者」となるが、実労働時間が月８０時間未満のため、
所定労働時間と実労働時間の乖離により、雇用区分が「特定短時間労働
者」と判断されるとき

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。

当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者である
場合において、所定労働時間が月４０時間以上８０時間未満であり、雇用
区分は「特定短時間労働者」となるが、実労働時間が月８０時間以上のた
め、所定労働時間と実労働時間に乖離があるとき

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。
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精神障害者である短時間労働者の入力

精神障害者である短時間労働者は、特例により1人として1カウントされます。令和6年
度以降の申告申請から、障害者の雇用の促進等に関する法律の改正により要件が緩和
され、「前雇用年月日」及び「前離職年月日」の入力は不要となり、また確認記号の「Q」
及び「R」は廃止されました。

令和5年度以前の過年度申告等の場合、改正前の障害者の雇用の促進等に関する法律
が適用されるため、下記内容に基づき入力してください。

・障害の確認記号が
「 Ｐ 」 「 Ｒ 」の場合は、
精神障害者保健福祉手
帳の初回交付日を入力
してください。
・障害の確認記号が
「 Ｑ 」の場合は、知的
障害者として判定を受
けた年月日を入力して
ください。

・また、現在の雇入れが再雇用の場合は、前回の雇入れ日と離職日を「前雇用年月日」
と「前離職年月日」に入力します。

・雇用区分で「短時間」、障害者確認で「精神障害者」を選択した場合、「現雇用年月日」
と障害の確認記号に応じ「障害年月日」の入力が必要となります。
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特定短時間労働者の入力

令和6年度以前の申告申請までは、雇用区分で「特定短時間」を選択した場合、障害者確
認での等級・程度の指定が不要でしたが、令和7年度以降の申告申請から、障害者の雇
用の促進等に関する法律の改正により要件が変更され、雇用区分で「特定短時間」を選
択した場合も、障害者確認での等級・程度の指定が必要となります。

※年度内等級変更日は年
度内で障害者でなくなっ
た日を入力してください。

※月所定労働時間80時
間以上の障害者を「特定
短時間労働者」として選択
すると、実労働時間数が
月80時間以上であって
も特定短時間労働者とし
て確定されますので、ご
注意ください。

令和7年度以降の申告申請の場合

※「参考（個人別カウント）」について

令和7年度以降の申告申請から、障害者の雇用の促進等に関する法律の改正により要
件が変更され、申告申請年度で表記が変更となります。

令和7年度の申告申請の場合

令和８年度以降の申告申請の場合

令和6年度以前の過年度申告等の場合

※障害者確認での等級・程
度の入力が必要となりま
す。

必須
申
告
申
請
書
の
作
成

P. 70



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

手帳情報

障害者確認の確認記号で「A」「D」「P」を選択した場合は、手帳番号の入力が必須となり
ます。また、「精神障害者」を選択した場合は、手帳有効期限の入力が必要となります。

障害の確認書類

添付書類が必要な常用雇用労働者の総数が300人以下の支給金（障害者雇用調整金、
在宅就業障害者特例調整金、報奨金、在宅就業障害者特例報奨金、特例給付金）申請事
業主で、障害者手帳等（写）の提出が必要な障害者の場合は、「新規・更新のため要提出」
を選択します。

年度内等級変更日

年度内において身体障害の等級または知的障害の程度に変更があった場合や、障害者
でなくなった場合、「年度内等級変更日」に変更のあった年月日を入力します。また、「障
害者確認」で前等級・前程度を指定します。

※入力方法は、P.127「1 申告申請書の入力例」をご参照ください。

「年度内等級変更日」に変
更のあった年月日を入力
すると前等級・前程度の
入力が可能になります。
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所定労働時間、実労働時間

所定労働時間が変動する場合は「あり」を、変動しない場合は「なし」を、変動型シフト制
の場合は「あり」を選択してください。

「所定労働時間変動」で「あり」を選択した場合、所定労働時間および実労働時間は年間
の合計時間数のみ入力します。

「所定労働時間変動」で「なし」を選択した場合、月ごとの所定労働時間および実労働時
間を入力します。

労働時間は整数を入力してください（1時間未満の端数は切り捨てます。）。

年度内転入出関連情報の入力

事業所間での転入出、雇用区分が変更になった場合および対象外となった場合等に、
「年度内転入出」を「あり」にし、転入出情報を入力します。

※「転出日」は転入日の前日としてください。

※事業所間での転出・転入以外にも、雇用区分が変更になった場合や対象外となった場
合などでも転出転入情報を入力します。
※入力方法は、P.127「1 申告申請書の入力例」をご参照ください。

必須

必須

〇年度内転入年月日
・年度内に雇用区分が変更となった場合、年度の
中途で対象になった場合は、その変更日を入力し
ます。併せて、転入前の事業所名等に「常用」、「短
時間」、「特定短時間」又は「対象外」を入力します。
・申告申請対象年度の中途に算定基礎日又は除
外率が変更になった場合は、変更後の月の初日
を入力します。
・申告申請対象年度の中途に新規設立した事業主
は、申告申請対象の月（設立の月の翌月）の初日
を入力します。
・年度内に障害の区分（身体・知的・精神）に変更
があった場合は、その変更日を入力します。

〇年度内転出年月日
・年度内に雇用区分が変更となった場合、年度の中途で対象外になった場合
は、その変更日の前日を入力します。併せて、転出先の事業所名等に「常用」、
「短時間」、「特定短時間」又は「対象外」を入力します。
・申告申請対象年度の中途に算定基礎日又は除外率が変更になった場合は、
変更前の月の末日を入力します。
・申告申請対象年度の中途に事業を廃止した事業主（合併による廃止の場合、
合併の日を廃止の日とする）は、廃止の月の前月の末日を入力します。
・年度内に障害の区分（身体・知的・精神）に変更があった場合は、その変更
日の前日を入力します。

申
告
申
請
書
の
作
成

P. 72



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

所定労働時間と実労働時間に乖離エラーがある場合、乖離が発生している月の実労働
時間に「▲」が表示されます。

乖離エラーがあり、入力によりエラーを解消できる場合は、「営業日数」「入退職、障害の
認定・取消または転入出がなかった場合の1か月分の所定労働時間」および「その他の
乖離理由」の入力欄が表示されます。これらの項目を入力することでエラーを解消する
ことができます。

所定労働時間と実労働時間について、対象期間の1/2以上の月が乖離（※）しており、
実労働時間により判断した雇用区分と月所定労働時間の雇用区分（システム上で選択
している雇用区分）が異なると、乖離エラーが発生します。

入力時の注意事項

営業日数（暦）の関係から、
勤務すべきこととされている
日数が少なく、月毎の所定労
働時間≦月毎の実労働時間
であれば乖離なしとなり、乖離
エラーが生じている月に営業
日数を入力することでエラー
を解消することができます。
なお、勤務日数を営業日数と
読み替えて全ての月に入力す
るのは誤りですので、ご注意く
ださい。

月の途中の入退職、障害の認
定・取消又は転入出により、月毎
の所定労働時間及び実労働時
間が少ない場合、入退職、障害
の認定・取消又は転入出がな
かった場合の該当月の所定労働
時間を入力することで乖離エ
ラーを解消することができます。

〇事業所間転入出
年度の中途で他事業所へ転入出した場合、チェックを入れ
ることにより乖離エラーを解消することができます。

〇雇用区分の通算
年度の中途に雇用契約の変更により、雇用区分を複数回
変更したケースについて、チェックを入れることにより乖
離エラーを解消することができます。

乖離エラー ※P.74～P.76を必ずご確認ください。

必須

必須

必須

必須
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電子申告申請システム（以下「電子システム」という。）による障害者情報の追加・修正の際、
「障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）」においては、次の①～④の例のような常用雇用労働者
の雇用区分が正しく判断されないケースがあります。
このようなケースに該当する場合は、P.76の処理例をご覧いただき、処理してください。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 0 0 0 0 0 0 0 0 120 114 114 126 474
月毎の実労働時間 0 0 0 0 0 0 0 0 120 114 114 126 474

＜ケース①＞
営業日（暦）の関係から、月毎の所定労働時間及び月毎の実労働時間が少ない常用雇用労働者の場合
例：１２月１日に雇い入れた短時間以外の常用雇用労働者のケース（算定基礎日１日）

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者以外の常用雇用労働者用 ］

この例の場合、１月、２月は就業規則等に基づく所定の休日（土日祝日等）の影響により、営業日（暦）の関係から、勤
務すべきこととされている日数が少なく、よって、月毎の所定労働時間が少なくなっています。このような場合、短時
間労働者以外の常用雇用労働者の雇用区分である120時間以上でなくても、雇用区分に変更はありません。また、
月毎の所定労働時間≦月毎の実労働時間であれば当該月については乖離なしとなります。しかし、電子システムでは、
このような常用雇用労働者の雇用区分に該当する時間（短時間労働者以外の常用雇用労働者の場合は「120時間」、
短時間労働者の場合は「80時間」）未満の場合は、正しい雇用区分の判断が行えず、「短時間労働者」と判断してしま
います。
このケースの場合、「営業日数」に1月、2月の営業日数を入力して、確定してください。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 140 140 154 140 154 140 0 0 0 0 0 0 868
月毎の実労働時間 140 140 154 140 154 140 0 0 0 0 0 0 868

乖離状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 0 0 0 0 0 0 147 140 140 133 133 147 840
月毎の実労働時間 0 0 0 0 0 0 147 115 115 115 115 115 722

乖離状況 ○ × × × × ×

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者以外の常用雇用労働者用 ］本社

※電子システムでは本社の状況だけをみて、「短時間以外の常用雇用労働者」と判断

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者以外の常用雇用労働者用 ］千葉支店

※電子システムでは千葉支店の状況だけをみて、「短時間労働者」と判断

「障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）は事業所ごとに作成していただくため、この例の場合、４月から９月までは「本社」分に、
10月から３月までは「千葉支店」分に入力していただきます。このような場合の常態的な乖離の有無の確認は、（４月か
ら３月の）通年で行うこととなり、常態的な乖離なしとなります。しかし、電子システムでは、このような他事業所へ転勤
した場合は通年で判断が行えません。
このため、４月から９月までは所定労働時間と実労働時間に常態的な乖離がないことから「短時間労働者以外の常用雇
用労働者」と、10月から３月までは常態的な乖離があることから「短時間労働者」と判断してしまいます。
このケースの場合、エラーが発生する千葉支店での入力データの「事業所間転入出」にチェックを入れて、確定してくだ
さい。

このようなケースの場合、電子システムでは、
「短時間労働者以外の常用雇用労働者」とし
て入力できません。

このようなケースの場合、電子システムでは、
「短時間労働者以外の常用雇用労働者」とし
て入力できません。

入力時の注意事項

＜ケース②＞
年度の中途で他事業所へ転勤した常用雇用労働者の場合
（算定基礎日を変更した場合、障害の種類が変更となった場合、除外率が変更となった場合も同様）
例：１０月１日付け、本社から千葉支店へ転勤した短時間以外の常用雇用労働者のケース（算定基礎日
１日）

電子申告申請システムで雇用区分を正しく判断しないケース
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障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者以外の常用雇用労働者用 ］

※電子システムでは５月を「乖離あり」と判断

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 0 104 176 160 176 160 168 160 160 152 152 168 1,736
月毎の実労働時間 0 80 176 112 112 160 168 112 112 152 104 144 1,432

乖離状況 × ○ × × ○ ○ × × ○ × ○

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者用 ］

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 80 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160
月毎の実労働時間 80 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160

乖離状況 ○ ○

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 0 0 126 147 120 126 147 140 140 120 0 0 1,066
月毎の実労働時間 0 0 126 147 115 120 147 140 120 120 0 0 1,035

乖離状況 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 84 164
月毎の実労働時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 84 123

乖離状況 × ○

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者以外の常用雇用労働者用 ］

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者用 ］

この例の場合、雇用区分が短時間労働者である４月から５月と２月から３月の通算した期間について、雇用区分が短時
間以外の常用雇用労働者である６月から１月について、それぞれ常態的な乖離の有無の確認を行います。雇用区分が短
時間労働者である４月から５月と２月から３月を通算すると、その期間の過半数が乖離なしとなっていますので、短時間
労働者として計上できます。しかし、電子システムでは、各期間において常態的な乖離の有無の確認を行うため、同一の
雇用区分を通算して判断することができず、２月から３月は対象外（常用雇用労働者に該当しない労働者）として判断し
てしまいます。
このケースの場合、２月から３月の入力したデータの「雇用区分の通算」にチェックを入れて、確定してください。

このようなケースの場合、電子システムでは、
「短時間労働者以外の常用雇用労働者」とし
て入力できません。

＜ケース③＞
月の途中の雇入れ又は離職により、当該月の月毎の所定労働時間及び実労働時間が少ない常用雇用労働
者の場合（月の途中の障害者認定・取消又は転入出により、当該月の時間が少ない場合も同様）
例：５月１５日に入社した短時間以外の常用雇用労働者のケース（算定基礎日３１日）

＜ケース④＞
年度の中途に雇用契約の変更により、雇用区分を複数回変更した常用雇用労働者の場合
例：４月から５月まで短時間労働者、雇用契約の変更により６月から１月まで短時間以外の常用雇用労働者、

再度雇用契約の変更により２月から短時間労働者となったケース（算定基礎日１日）

このようなケースの場合、電子システムでは、
「短時間労働者」として入力できません。

この例の場合、５月は月の途中に入社したことにより、月毎の所定労働時間と月毎の実労働時間は、通常の月に比べて
少なくなっています。このような場合、乖離なしとなります（計算方法は記入説明書記載の４「STEP2 雇用障害者の総数
の把握」をご確認ください。） 。しかし、電子システムでは、このような所定労働時間が常用雇用労働者の雇用区分に該当
する時間（短時間労働者以外の常用雇用労働者の場合は「120時間」、短時間労働者の場合は「80時間」）未満の場合は、
正しい乖離の判断が行えません。
このため、５月は乖離ありとなり、対象期間11か月間のうち半分以上の月で雇用区分が異なる（常態的な乖離がある）こ
とから「短時間労働者」と判断してしまいます。
このケースの場合、「入退職、障害の認定・取消、転入出又は等級変更がなかった場合の1か月分の所定労働時間」の5月
に月途中の入社がなかった場合の所定労働時間を入力して、確定してください。
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ケース①に該当する場合、該当する月
にのみ営業日数を入力してください。

ケース②に該当する場合はこちらに
チェックを入れてください。

ケース④に該当する場合はこちらに
チェックを入れてください。

ケース③に該当する場合、月途中の入退職等が
なかった場合の所定労働時間を該当月にのみ
入力してください。

＜各ケースに対する処理例について＞
所定労働時間、実労働時間により電子システムで雇用区分が正しく判断されない場合、エラーメッセージ
（「雇用区分を『〇〇〇』に修正してください。」や「申請対象外ですので、削除してください。」）が表示され
ますので、各ケースに該当する場合は次の吹出しを参考に処理してください。

その他の注意点

「短時間労働者」に該当する労働者が、誤って「特定短時間労働者」として入力・計上されるケース
例：４月１日に雇い入れたケース（算定基礎日１日）

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 特定短時間労働者用 ］

月所定労働時間が80時間以上であり、実労働時間数も月80時間以上である障害者を、誤って「特定短時間労働者」と
して入力すると、そのまま「特定短時間労働者」として計上されますので、ご注意ください。

「短時間以外の常用雇用労働者」に該当する労働者が、誤って「短時間労働者」として入力・計上される
ケース
例：４月１日に雇い入れたケース（算定基礎日１日）

障害者雇用状況等報告書（Ⅱ）
［ 短時間労働者用 ］

この例の場合、所定労働時間と実労働時間に乖離がないため、「短時間労働者以外の常用雇用労働者」となります。誤っ
て、「短時間労働者」として入力すると、そのまま「短時間労働者」として計上されますので、ご注意ください。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 82 80 82 82 80 82 84 82 80 80 80 82 976
月毎の実労働時間 80 78 84 80 78 80 80 82 78 78 76 80 954

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
月毎の所定労働時間 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 1,440
月毎の実労働時間 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 1,440

必須

必須
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◆ [障害者の登録]画面に戻
る

【一覧へ戻る】をクリックします。

ポイント 新規追加

【新規追加】をクリックして、
さらに障害者を追加する
ことができます。

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存するこ
とができます。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照
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さらに障害者情報を追加する場合 P. 「障害者情報の新規追加」に戻る

登録した障害者情報を修正する場合 P. 「障害者情報の修正」に進む

登録した障害者情報を削除する場合 P. 「障害者情報の削除」に進む

前年度離職者を一括削除する場合 P. 「前年度離職者の一括削除」に進む

申告申請額の確認・追加情報を登録する に進む

1

2

［障害者の登録］画面に戻りま
す。

◆ 登録結果を確認する

① 障害者情報が一覧に追加
されたことを確認します。

※横にスクロールして全項目
を確認してください。

障害者情報の登録が完了した
場合は、② 【次へ】をクリック
します。

P. 86「申告申請額の確
認・追加情報を登録する」に進
みます。

66

79

82

84

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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障害者情報の一覧から、修正
する障害者情報の【詳細】をク
リックします。

障害者の姓名、障害の程度等を修正します。

障害者情報の修正

ポイント エラー有無

入力した又は取り込んだ
データにエラーとなる情
報が含まれていた場合、

が表示されます。
「詳細」をクリックし、内容
をご確認ください。

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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［障害者の追加・修正］画面が
表示されます。

◆ 障害者の情報を修正する

① 修正する項目を入力します。

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ
② 【確定】をクリックします。

入力時の注意事項 P. 68

2

1

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、画面上部にエラー
メッセージが表示されま
す。メッセージに従い、該
当項目を修正してくださ
い。
※乖離エラーが発生した

場合 P. 73 入力時
の注意事項 「乖離エ
ラー」参照
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◆ 修正結果を確認する

① 内容が修正されたことを確
認します。

◆ [障害者の登録]画面に戻
る

ポイント1ポイント2

ポイント1 ほかの障害者情報を修正する場合

複数の障害者情報を登録しており、続けてほかの障害者情報を修正する場合、
【前の障害者】または【次の障害者】をクリックし、修正する障害者情報を表示します。
表示後、内容を修正します。
ただし、【確定】をクリックせず、上記修正作業を始めると内容が保存されませんので、
ご注意ください。

ポイント2 登録している障害者情報を削除する場合

複数の障害者情報を登録しており、 不要な障害者情報を削除する場合、
【前の障害者】または【次の障害者】をクリックし、削除する障害者情報を表示します。
表示後、内容を確認し、【削除】をクリックします。
そのほか、P. 82「障害者情報の削除」に進み、［障害者の登録］画面から削除する方法
もあります。

2

1

② 【一覧へ戻る】をクリックし
ます。
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◆ 削除する障害者を選択する

① 「削除」のチェックボックス
をクリックし、チェックを入れ
ます。

※登録されているすべての障
害者情報を削除する場合は、
【全選択】をクリックします。

◆ 削除する

選択した障害者情報でよけれ
ば② 【削除】をクリックします。

1

2

確認メッセージが表示されま
す。

削除を続行する場合は【はい】
を、削除を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

障害者情報の削除

登録されている障害者情報を削除します。

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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◆ 削除結果を確認する

削除完了メッセージが表示さ
れます。

選択した障害者情報が一覧か
ら削除されたことを確認しま
す。

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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◆ 前年度離職者を一括削除
する

【前年度離職者一括削除】をク
リックします。

前年度離職者の一括削除

前年度に離職した障害者情報を一括で削除します。

確認メッセージが表示されま
す。

削除を続行する場合は【はい】
を、削除を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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◆ 削除結果を確認する

削除完了メッセージが表示さ
れます。

前年度離職者が一覧から削除
されたことを確認します。

・就労継続支援A型事業所の利用者である特定短時間労働者のうち、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神障害者は
　対象障害者としないため、「障害者の登録」では入力しないでください。
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申告申請額の確認・追加情報を登録する

申告申請額の確認と追加情報を登録します。
P. 78［障害者の登録］画面で
【次へ】をクリックすると［申告
申請額の確認・追加情報の登
録］画面が表示されます。

◆ 申告申請情報を確認する

① 前画面までの入力結果に
より表示された「申告申請種
別」および「納付金・調整金」の
内容を確認します。

※申告申請種別には、「申告申請対
象外」、「納付金」、「調整金」、「報
奨金」があり、「納付金・調整金」
にはその種別に応じた金額が表
示されます。

◆ 内容を入力する

② 必須項目を入力します。

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ
③ 【確定】をクリックします。

入力時の注意事項 P. 87

4

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

在宅就業障害者（雇用されている方は除く）に直接仕事を発注した場合は、【在宅
就業契約の登録】をクリックします。 P.94

在宅就業団体を介して在宅就業障害者に仕事を発注した場合は「発注証明書」の
⑤（イ）欄の「在宅就業対価相当額」の数字を入力してください。

1 2
作成年月日が申請期
限を過ぎている場合、
調整金等の支給はで
きません。1

3

2

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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申告申請対象外の場合

納付金等の申告申請対象外となった場合は、以下の画面が表示されます。

入力したデータを保存すると、翌年度において申告義務が発生した場合に申告申請に
活用できますので、【保存】をクリックし、この画面までの入力内容を申告申請書保存
データファイルとして保存ください。

調整金の申請を辞退する場合

「納付金・調整金」を確認し、調整金の申請ができる事業主が調整金の申請を辞退する
場合は、「障害者雇用調整金等を申請しない」のチェックボックスにチェックを入れます。

※申告申請種別により選択可能な場合のみ、チェックボックスが表示されます。

※申請する場合は選択不要です。

※申告申請期限後に辞退の撤回はできません。

入力時の注意事項

調整金を申請しない場合は「障害者雇用調
整金等を申請しない」の欄にチェックをい
れます。
※データを取り込んで作成している場合、
この欄にチェックが入ったままとなってい
ないかご注意ください。

必須

申
告
申
請
書
の
作
成

P. 87



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する
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返還申請する場合

返還申請する場合、「返還の申し出」のチェックボックスにチェックを入れ、「返還の理由」
「返還額」などを入力します。

※令和8年度以降の申告申請から、特例給付金の廃止に伴い、「特例給付金」は画面上
非表示となります。

※本システムでは、過去３年度分まで返還申請ができます。それ以前について、返還申
請する場合は、各都道府県申告申請窓口にご連絡ください。

必須

申
告
申
請
書
の
作
成

P. 88



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

延納申請する場合

延納申請は納付額の合計が100万円以上の場合のみ可能です。

延納を希望する場合は、延納の申請で「する」を選択します。選択後、自動で万円単位で
3等分に計算され（端数があるときは第１期に加算）、第1期、第2期、第3期に納付額が
表示されます。なお、延納の申請がなければ延納の取り扱いはできませんので、延納を
希望する場合は「延納申請」欄を提出前に確認してください。

報奨金を申請する場合

報奨金を申請できるのは、納付金の申告申請義務なしに該当する事業主であって、 「各
月の算定基礎日に在籍する常用雇用労働者数の4%の合計数」又は「72人」のいずれか
多い数を超える人数の障害者を雇用している事業主です。

常用雇用労働者の人数が100人以下の事業主が必ずしも報奨金を申請できるわけで
はありませんのでご注意ください。

納付額と延納額の合計数が一致し
ない場合は、一度「しない」を選択
後、再度「する」を選択してください。

自動表示される額と異なる金額を
入力した場合、修正または追納等
の手続きを行っていただきます。
そのため、延納額を変更される際
は、上記内容に基づき変更してく
ださい。

必須

必須

必須

必須

必須
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

支給金を申請する場合

支給金を申請する場合は、支給先となる金融機関名等を入力してください。

入力時の注意事項

支給先の記入誤りにより支給予定日に振り込まれない事例が多数発生しています。
口座情報を必ず確認してください。

ポイント 支給金を分割支給とする場合

支給金を分割支給とする場合、「分割支給」の「あり」を選択します。
分割支給できるのは、障害者雇用率算定の特例認定を受けた事業主のみです。
分割支給情報を登録する場合、【分割支給情報の登録】をクリックします。

法人略称については前後の
プルダウンから選択

前後のプルダウンで選択した
場合、中央の欄には法人略称・
種類は記入しないでください。
企業名以外は入力しないでく
ださい。

※口座名義(フリガナ)について
・全て半角カナ大文字で入力してくだ
さい。小文字は入力しないでください。

・長音'ｰ'、中点'･'は使用できません。ハ
イフン"-"、ピリオド"."を入力してくだ
さい。

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

P. 98 「分割支給情報を登録する」参照
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

記入担当者、社会保険労務士記載欄について

記入担当者の所属部課名、連絡先電話番号および氏名を入力します。

所属部課名がないときは「事務」と入力します。電話番号は、記入担当者と確実に連絡を
とることのできる番号を入力してください。

社会保険労務士が作成した場合も、「記入担当者」の入力は必要です。

なお、社会保険労務士による作成または提出の場合、「社会保険労務士記載欄」の「記載
事項」で「あり」を選択し、各項目を入力します。

申告申請期限後の調整金等の支給申請について

支給金は、申請期間を過ぎた申請に対しては支給できません。ただし、納付金申告申請
書の提出は必要ですのでご注意ください。

※100人以下事業主は申請期間経過後の申請書等の作成・提出は不要です。

※「申請期限を過ぎていますので、調整金等申請は出来ません。「障害者雇用調整金等
を申請しない」にチェックを付けてください。」とエラーメッセージが表示された場合、
P.87「調整金の申請を辞退する場合」と同様に「障害者雇用調整金等を申請しない」の
チェックボックスにチェックを入れないと、エラーメッセージが消えません。

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

在宅就業障害者特例報奨金の申請について

在宅就業障害者特例報奨金について

在宅就業障害者特例調整金の申請について

在宅就業障害者特例調整金について

在宅就業障害者への仕事の発注を奨励し、障害者の在宅就業を支援するため、在宅就
業障害者に仕事を発注した納付金申告もしくは調整金申請事業主に対して支給されま
す。申請する場合は、記入説明書の説明を確認してください。

在宅就業障害者への仕事の発注を奨励し、障害者の在宅就業を支援するため、在宅就
業障害者に仕事を発注した報奨金対象事業主に対して支給されます。申請する場合は、
記入説明書の説明を確認してください。

在宅就業障害者（雇用されている方は除く）に直接仕事を発注した場合は、「在宅就業契
約報告書」の作成が必要です。

P. 94「在宅就業契約を登録する」参照

在宅就業団体を介して在宅就業障害者に仕事を発注した場合は、「発注証明書」の提出
が必要です。

P. 118「添付書類の送信」参照

在宅就業支援団体についての詳細は、事業主の主たる事業所（本社）を管轄するハロー
ワークにお問い合わせください。

在宅就業障害者（雇用されている方は除く）に直接仕事を発注した場合は、「在宅就業契
約報告書」の作成が必要です。

P. 94「在宅就業契約を登録する」参照

在宅就業団体を介して在宅就業障害者に仕事を発注した場合は、「発注証明書」の提出
が必要です。

P. 118「添付書類の送信」参照

在宅就業支援団体についての詳細は、事業主の主たる事業所（本社）を管轄するハロー
ワークにお問い合わせください。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 登録結果を確認する

申告申請書等の追加情報が登
録されたことを確認します。

在宅就業契約情報を登録
する場合、P. 「在宅就業契
約を登録する」に進みます。

作成した申告申請書を電
子申告申請で送信する場合、
P. 「電子申告申請により
送信する」に進みます。

作成した申告申請書を申
告申請窓口に送付する場合、
P. 「申告申請窓口へ送付
する」に進みます。

入力内容確定メッセージが表
示されます。

【OK】をクリックします。

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存できる
ため、必ず保存を行ってく
ださい。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照

電子申告申請によ
り送信するに進む

申告申請窓口へ
送付するに進む

在宅就業契約を
登録するに進む

・在宅就業支援団体に業務
対価を支払った場合、こち
らに支払総額を入力して
ください。その場合「在宅
就業契約の登録」に進む必
要はございません。

・在宅就業障害者に直接仕
事を発注した場合は、支払
総額は入力せず「在宅就業
契約を登録する」に進んで
ください。

保存データXMLファイル名の例：

令和08年度_申告申請書保存データ_2026年04月

15日14時56分56秒.xml

年度

作成日時

作成日時

必須

94

110

122

P. 110

P. 122

P. 94

申
告
申
請
書
の
作
成

P. 93



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

在宅就業障害者に仕事を発注した場合の、在宅就業契約情報を登録、修
正、削除します。

在宅就業契約を登録する

［在宅就業契約の登録］画面が
表示されます。

◆ 在宅就業契約情報を登録
または修正する

① 障害者情報の各項目を入
力します。新規登録する場合
は空白行に入力し、修正する
場合は該当行の内容を修正し
ます。

※横にスクロールして全項目
を確認してください。

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ
② 【確定】をクリックします。

1

2

登録・修正

在宅就業契約情報を登録または修正します。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

登録・修正 P. 94 削除 P. 96

在宅就業団体を介して在宅就業障害者に仕事を発
注した場合の「発注証明書」の内容を登録する必要
はありません。「発注証明書」は電子申告申請により
送信、あるいは、申告申請窓口への送付又は持参に
より提出してください。（電子申告申請での送信方
法はP.118を参照してください。）
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 登録または修正結果を確
認する

① 一覧で登録または修正結
果を確認します。

※横にスクロールして全項目
を確認してください。

◆ [申告申請額の確認・追加
情報の登録]画面に戻る

2

1

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存するこ
とができます。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照

② 【戻る】をクリックします。申
告
申
請
書
の
作
成
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

1

2

◆ 削除する在宅就業契約情
報を選択する

① 「削除」のチェックボックス
にチェックを入れます。

※登録されているすべての契
約情報を削除する場合は
【全選択】をクリックします。

◆ 削除する

選択した在宅就業契約情報で
よければ② 【削除】をクリック
します。

確認メッセージが表示されま
す。

削除を続行する場合は【OK】
を、削除を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

削除

在宅就業契約情報を削除します。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 削除結果を確認する

① 完了メッセージが表示され
ます

② 選択した在宅就業契約情
報が一覧から削除されたこと
を確認します。

◆ [申告申請額の確認・追加
情報の登録]画面に戻る

3

2

1

③ 【戻る】をクリックします。申
告
申
請
書
の
作
成

P. 97



3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

障害者雇用率算定の特例について厚生労働大臣の認定を受けている事
業主で、特例子会社等に給付金等を分割支給とする場合の分割支給情報
を登録、修正、削除します。

分割支給情報を登録する

［分割支給情報の登録］画面が
表示されます。

【新規追加】をクリックします。

新規追加 P.

削除 P.

修正 P.

新規追加

分割支給情報を登録します。

入力時の注意事項

・分割支給情報について、特例
認定を受けている事業主以外
は登録しないでください。

・支給先は10社まで登録する
ことができます。

98

105

102
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

[分割支給先の追加・修正]画
面が表示されます。

◆ 分割支給情報を入力する

① 各項目を入力します。

◆ 入力内容を確定する

入力した内容でよければ
② 【確定】をクリックします。

処理完了メッセージが表示さ
れます。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

2

1

分割支給額の端数（千円
未満）は、500円単位とし
ます。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

ポイント 新規追加

【新規追加】をクリックして、
さらに分割支給情報を追
加することができます。

ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存するこ
とができます。
保存したファイルを取り込
んで入力を続けることが
可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照

◆ [分割支給情報の登録]画
面に戻る

【一覧へ戻る】をクリックします。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

さらに分割支給情報を追加する場合

登録した分割支給情報を修正する場合

登録した分割支給情報を削除する場合

1

2

［分割支給情報の登録］画面に
戻ります。

◆ 登録結果を確認する

① 分割支給情報が一覧に追
加されたことを確認します。

※横にスクロールして全項目
を確認してください。

◆ [申告申請額の確認・追加
情報の登録]画面に戻る

② 【戻る】をクリックします。

P. 98 「新規追加」に戻る

P. 102 「修正」に進む

P. 105 「削除」に進む
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

修正

修正する分割支給情報の【詳
細】をクリックします。

分割支給情報を修正します。

ポイント エラー有無

入力したデータ又は取り
込んだデータにエラーと
なる情報が含まれていた
場合、 が表示されます。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

[分割支給先の追加・修正]画
面が表示されます。

◆ 分割支給情報を修正する

① 修正する項目を入力します。

◆ 入力内容を確定する

2

1

入力した内容でよければ
② 【確定】をクリックします。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 修正結果を確認する

① 処理完了メッセージが表示
されます。

② 内容が修正されたことを確
認します。

◆ [分割支給情報の登録]画
面に戻る

1

２

３ ポイント 保存

【保存】をクリックして、こ
の画面までの入力内容を
申告申請書保存データ
ファイルとして保存する
ことができます。
保存したファイルを取り
込んで入力を続けること
が可能です。

P. 28「保存データの
取込」参照

③ 【一覧へ戻る】をクリックし
ます。 申

告
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書
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

削除

分割支給情報を削除します。

◆ 削除する情報を選択する

① 「削除」のチェックボックス
にチェックを入れます。

※登録されているすべての分
割支給情報を削除する場合
は、【全選択】をクリックしま
す。

◆ 削除する

選択した分割支給情報でよけ
れば② 【削除】をクリックしま
す。

確認メッセージが表示されま
す。

削除を続行する場合は【はい】
を、削除を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

1

2
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3章 申告申請書を作成する 2 新たに作成する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 削除結果を確認する

① 選択した分割支給情報が
一覧から削除されたことを確
認します。

◆ [申告申請額の確認・追加
情報の登録]画面に戻る

削除完了メッセージが表示さ
れます。

【OK】をクリックします。

支給先の削除後は、申請額
合計と分割支給額合計を
再度確認してください

1

2

② 【戻る】をクリックします。
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4章

作成した申告
申請書を送信
する

申告申請書を送信する P. 108

1 電子申告申請により送信する P. 110
2 申告申請窓口へ送付する P. 122

申
告
申
請
書
の
送
信

P. 107



申告申請書を送信する

4章 作成した申告申請書を送信する

本システムにより作成した申告申請書の電子ファイルを、機構ホームページから送信する
ことにより申告申請書を提出します。
申告申請書および添付書類は、「電子申告申請」を利用すると事業所等から簡単に提出で
きますので、「電子申告申請」を推奨します。
※事前に、電子申告申請用のIDとパスワードを取得し（2章 P. 9「ID・パスワード新規発

行」参照）、申告申請用データと必要に応じて添付書類データを作成し、これらファイル
の保存先を確認しておいてください。

※ 「窓口へ郵送または持参」して提出することもできます。

PDF

zip

申告申請
データの作成

操作手順は3章を参照
入力例は5章を参照

電子申告申請

窓口へ郵送または持参

提出
完了

PDF
作成

PDFを
印刷

郵送また
は持参

送信データ
の作成 送信

内容
確認

PDF

zip

zipファイル名の例：

令和0８年度_申告申請PDFデータ_1234567890123_

20２６年04月15日13時59分39秒.zip

年度 法人番号 または
事業主番号

作成日時

※【機構提出用】申告申請
書(QRコード)1部と添
付書類(必要な場合)を
各都道府県申告申請窓
口に提出してください。

XML

P. 93「◆ 登録結果を
確認する」で申告申請
データを作成したら、必
ず 「保存 」を押下し 、
XMLファイルを作成し
てください。

P. 93「保存データ
XMLファイル名の例」
参照

その後「電子申告申請」
又は「窓口へ郵送または
持参」に進んでください。
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4章 作成した申告申請書を送信する

操作の流れ

3章で作成した申告申請書データを
もとに、送信データを作成して送信
またはPDFを作成して送付する

1
手順 申告申請書の送信・

印刷

3章から

電子申告申請により送信する1

申告申請窓口へ送付する2

申告申請データを送信し提出する場
合

申告申請窓口へ郵送または持参する
場合
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

電子申告申請により送信する1

電子申告申請により申告申請データを送信し、提出する場合の操作手順
について説明します。

◆ 送信データを作成する

【作成】をクリックします。

［申告申請書の送信データ作
成］画面が表示されます。

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

申告申請データ（XMLファイ
ル）を保存します。

なお、電子申告申請により送
信する場合、自動的について
いるファイル名を変更すると
取り込めなくなるのでご注意
ください。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［申告申請書の送信データ作
成］画面に戻ります。

内容を確認する場合は、【内容
確認へ】をクリックします。

「◆ PDFを作成する」に進
みます。

申告申請書を送信する場合は、
【申告申請書の送信へ】をク
リックします。

P. 114「◆ ログインする」
に進みます。

［PDF作成／印刷］画面が表
示されます。

◆ PDFを作成する

【PDF作成】をクリックします。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

PDF作成が完了しましたと表
示されます。

各様式のPDFファイルが、１つ
のzipファイルで作成されます。

確認メッセージが表示されま
す。

作成されたzipファイルをダブ
ルクリックし、作成されたPDF
ファイルを開いて内容を確認
します。

ポイント PDFファイルが文字化けする場合

お使いの端末の解凍ソフトにより当該事象が発生する場合があります。以下の操作
はWindowsの一般的な方法を指しております。
①圧縮ファイルアイコン上で右クリックし、「プログラムから開く」を選択し、「エクスプ
ローラー」を押下します。
②「エクスプローラー」での解凍が開始されるので、ウインドウ上部に表示される「す
べて展開」を押下します。
③「参照」を押下し、解凍ファイルの保存先を選択します。
④展開すると、正常なファイル名での解凍が完了します。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［PDF作成／印刷］画面に戻り
ます。

［申告申請書の送信データ作
成］画面に戻ります。

内容に不備がある場合は、【戻
る】ボタンをクリックし、申告申
請書の内容を修正します。

P. 86「申告申請額の確認・
追加情報を登録する」に戻り
ます。

内容に不備がない場合は、【申
告申請書の送信へ】ボタンをク
リックし、申告申請書を送信し
ます。

P. 114「◆ ログインする」
に進みます。

［申告申請額の確
認・追加情報の登
録］画面 に戻る

［ログイン］画面
に進む

【閉じる】をクリックします。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［ログイン］画面が表示されま
す。

◆ ログインする

① 「ユーザID」「パスワード」
を入力します。

入力した内容でよければ
② 【ログイン】をクリックします。

2

1

ポイント パスワードを忘れた場合

「パスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてパスワードを再設定します。
P. 16「パスワード再設定」参照

ポイント ユーザIDとパスワードを忘れた場合

「ユーザIDとパスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてID・パスワードを新規
に発行します。

P. 9「ID・パスワード新規発行」参照

ポイント パスワード変更から1年以上経過している場合

パスワード変更から1年以上経過している場合、パスワード変更を促すメッセージが
表示されます。

ポイント ID・パスワードを持っていない場合

【戻る】をクリックし、申告申請データを必ず作成・保存のうえ、ホーム画面よりID・パ
スワードの新規発行を行います。

P. 11「ID・パスワード新規発行申請」参照
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［申告申請書の送信］画面が表
示されます。

◆ 作成した送信データを選択
する

「電子申告申請データ」の
【ファイルを選択】をクリックし
ます。

[開く]画面が表示されます。

P. 「① 電子申告申請に
より送信する」で作成した
XMLファイルを選択し、【開
く】をクリックします。

なお、電子申告申請により送
信する場合、自動的について
いるファイル名を変更すると
取り込めなくなるのでご注意
ください。

XMLファイル名の例：

令和０８年度_電子申告申請_1234567890123_

20２６年04月15日14時56分56秒.xml

年度 法人番号 または事業主番号

作成日時

110
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

［申告申請書の送信］画面に戻
ります。

◆ ファイルを取り込む

選択したファイルでよければ
【取込】をクリックします。

「電子申告申請データ」に取り
込んだファイル名が表示され
たことを確認します。

添付書類提出の確認メッ
セージが表示されていない場
合は、P. 120「◆パスワード、
メールアドレスを入力する」に
進みます。

添付書類提出の確認メッ
セージが表示されている場合
は、P. 117「◆ 添付書類の提
出方法を指定する」に進みま
す。

ファイルを取り込んだら、必ず【取込】の
ボタンをクリックしてください。
クリックせず送信すると、申告申請書が
送信されません。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 添付書類の提出方法を指
定する

添付書類提出の確認メッセー
ジが表示されている場合は、
添付書類を提出します。

「添付書類の提出方法」を選択
します。

「【推奨】電子申告申請シス
テムで送信」を選択した場合は、
添付書類ボタンをクリック時
にP. 118 「添付書類の送信」
に進みます。

「郵送」を選択した場合は、
P. 120「◆パスワード、メー
ルアドレスを入力する」に進み
ます。

■ 「郵送」を選択した場合の画面

ポイント 添付書類

「添付書類が添付されて
いません。」は添付書類を
登録するまで表示されま
す。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

◆ 添付書類のファイルを選択
する

【ファイルを選択】をクリックし
ます。

【添付書類】をクリックします。

［添付書類の選択］画面が表示
されます。

ポイント 発注証明書

納付金申告事業主及び常用
雇用労働者が300人を超
える調整金等支給金申請事
業主の方は、申告申請書と
同時に発注証明書を送信す
ることができません。
申告申請書を送信後、再度
発注証明書のみ送信してく
ださい。

電子申告申請システムで送信する添付書類を指定します。

添付書類の送信
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

[開く]画面が表示されます。

添付書類ファイルを選択し、
【開く】をクリックします。

［添付書類の選択］画面に戻り
ます。

◆ ファイルを添付する

選択したファイルでよければ
【閉じる】をクリックします。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

[申告申請書の送信]画面に戻
ります。

◆ パスワード、メールアドレス
を入力する

① 「パスワード」「メールアドレ
ス」「メールアドレス（確認用）」
を入力します。

◆ 送信する

② 入力した内容でよければ
【送信】をクリックします。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正し
てください。

1

2
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

[処理完了]画面が表示されま
す。

作成した申告申請データを翌
年度申告申請用として保存し
ておく場合は、【保存】をクリッ
クするとダウンロードフォルダ
に保存されます。

※申告内容を修正する場合、
保存したXMLファイルを使用
するとすぐに修正できますの
で、保存を推奨しております。

[申告申請書の送信]画面で指定したメールアドレス宛
てに、審査結果メールが送信されますので、必ずご確
認ください。申告申請内容にエラーがある場合は、メー
ルに該当箇所が記載されていますので、修正して再度
データ送信してください。

審査結果メールが届かない場合は、申告申請書が提出
されていない可能性がありますので、必ず申告申請期
限内に、各都道府県申告申請窓口にご連絡ください。

なお、【添付書類のみ送信】を選択し送信した場合は、
審査結果メールは届きませんので、ご注意ください。

申告申請期限直前はシステムが混み合うことが予想さ
れますので余裕をもってご提出ください。

「nofumail@nofu.jeed.go.jp」からメールが届き
ますので、事前に受信できるよう設定をしてください。

ポイント 別の事業主の申告申請をする場合

社会保険労務士の方など、複数の事業主の申告申請書を作成・送信する場合は、一旦
ログアウトボタンをクリックしてログアウトしてください。 P. 26「申告申請書を作成す
る」より申告申請書を作成いただき、別の事業主のIDとパスワードでログインして送
信してください。

 P. 114 「◆ログインする」
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

申告申請窓口へ送付する

申告申請窓口へ郵送または持参する場合の操作手順について説明しま
す。

［申告申請窓口へ提出する］画
面が表示されます。

【PDF作成/印刷】をクリックし
ます。

2

※再確認のお願い
申告申請書(QRコード)を郵送す
る前に、障害者雇用納付金の申告
申請義務がある（常用雇用労働者
の総数が100人を超える月が連続
または断続して5か月以上ある事
業主）か再度ご確認ください。

義務がない場合、申告申請する必
要はございませんので、郵送は不
要です。
義務があるかどうかわからない場
合は、郵送前に各都道府県申告申
請窓口までお問い合わせください。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

■ 「様式個別内容確認」を選択した場合の画面例

［PDF作成／印刷］画面が表
示されます。

◆ PDF作成する対象様式を
選択する

① 作成対象の「様式」を選択
します。

※「全様式内容確認」を選択し
た場合、登録した全ての申
告申請書をPDF作成します。

※「様式個別内容確認」を選択
した場合、PDF作成対象と
する様式のチェックボックス
にチェックを入れます。

◆ PDFを作成する

選択した様式でよければ
② 【PDF作成】をクリックしま
す。

ポイント PDF作成

事業主控は手元に保管し
てください。1

2

1

2
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

［処理完了］画面が表示されま
す。

作成したPDFを片面印刷し、
【機構提出用】申告申請書(QR
コード)1部と添付書類(必要
な場合)を郵送または持参に
て提出します。

作成した申告申請データを翌
年度申告申請用として保存し
ておく場合は、【保存】をクリッ
クするとダウンロードフォルダ
に保存されます。

【機構提出用】申告申請書(QRコード)サンプル

【事業主控用】の申告
申請書ではなく、
【機構提出用】をご提
出ください。
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4章 作成した申告申請書を送信する 申告申請書を送信する

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

ポイント 受理日の確認を希望する場合

様式『受理日確認印を希望する事業主の皆様へ』を申告申請書と併せて提出します。
※当該様式は機構ホームページ（（障害者の雇用支援>障害者雇用納付金> 申告申
請書類の様式、各種届出用紙のダウンロード））からダウンロードしてください。

ポイント 添付書類の提出が必要な事業主

添付書類を申告申請書と併せて提出します。
※添付書類については記入説明書を参照してください。
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P. 136

5章 入力例

ブラウザを閉じた場合、または作成途中にホームに戻ると今まで入力し
たデータは消えてしまいます。新規にデータを入力した際は、こまめに保
存ボタンをクリックし、保存データ（XMLファイル）を保存してください。

1 申告申請書の入力例 P. 127

2 被合併法人（合併により廃止した法人）
    分の入力例 P. 155

入
力
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5章 入力例

申告申請書の入力例1

《就労継続支援Ａ型事業所利用者にかかる入力例》

１ 令和７年度以降の申告申請において障害者が就労継続支援 A 型

事業所利用者である場合···············································P.128

《特定短時間労働者の算定措置特例にかかる入力例》

２ 令和７年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度以外の

障害者から重度の障害者となった場合（「所定労働時間変動無」の場合）P.129

３ 令和７年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度以外の

障害者から重度の障害者となった場合（「所定労働時間変動有」の場合）P.130

４ 令和７年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度の障害者

から重度以外の障害者となった場合（「所定労働時間変動無」の場合） P.131

５ 令和７年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度の障害者

から重度以外の障害者となった場合（「所定労働時間変動有」の場合）P.132

《年度の中途で変更があった場合の入力例》

６ 年度の中途で当該企業の事業所間において転入出があった場合····P.133

７ 年度の中途で短時間以外の常用雇用労働者から短時間労働者、

又は短時間労働者から短時間以外の常用雇用労働者となった場合 ···P.134

８ 年度の中途に雇用契約の変更により対象外から短時間以外の

常用雇用労働者又は短時間労働者へ変更となった場合···············P.136

９ 年度の中途で手帳を返還し、障害者に該当しなくなった場合 ········P.137

１０ 年度の中途に新規設立した場合 ·····································P.138

１１ 年度の中途に事業を廃止した場合···································P.138

１２ 年度の中途で算定基礎日が変更になった場合 ······················P.139

１３ 年度の中途で除外率が変更になった場合 ···························P.142

１４ 年度の中途で離職のあとに再雇用した場合·························P.146

１５ 年度の中途で転出のあとに転入した場合 ···························P.147

１６ 年度の中途で重度以外の知的障害者が重度身体障害者となった

場合 ····································································P.150

１７ 年度の中途で知的障害者又は重度知的障害者の判定を受けた

場合 ····································································P.152

１８ 年度の中途で同一の判定機関により重度以外の知的障害者が

重度知的障害者の再判定を受けた場合 ·······························P.153

１９ 年度の中途で重度以外の知的障害者が異なる判定機関により

重度知的障害者と判定を受けた場合··································P.154
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

《就労継続支援Ａ型事業所利用者にかかる入力例》
１ 令和７年度以降の申告申請において障害者が就労継続支援A型事業所利
用者である場合

例１）当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者であ
り、かつ、特定短時間労働者である場合

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。

例２）当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者で
ある場合において、所定労働時間が月８０時間以上１２０時間未満であり、
雇用区分は「短時間労働者」となるが、実労働時間が月８０時間未満のため、
所定労働時間と実労働時間の乖離により、雇用区分が「特定短時間労働者」
と判断されるとき

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。

例３）当該障害者が、重度身体障害者、重度知的障害者又は精神障害者で
ある場合において、所定労働時間が月４０時間以上８０時間未満であり、雇
用区分は「特定短時間労働者」となるが、実労働時間が月８０時間以上のた
め、所定労働時間と実労働時間に乖離があるとき

申告申請の対象とはなりませんので、入力しないでください。
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）重度以外の身体障害者であった特定短時間障害者が、令和7年10月１日に
重度の身体障害者へ変更となった場合（雇入れ日：令和7年５月１日算定基礎
日：１日）

《特定短時間労働者の算定措置特例にかかる入力例》
２ 令和7年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度以外の障害者
から重度の障害者となった場合（「所定労働時間変動無」の場合）

① 「年度内等級変更日」に変
更日の年月日（令和7年10月
1日）を入力します。

② 「前等級」及び「前程度」の
入力欄が表示されますので、
「前等級」を選択します。

③ 重度障害者の期間である
１０月から３月までの所定労働
時間と実労働時間を入力しま
す。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、10月～3月の期間
は、雇用率算定障害者カウント
の対象となります）。

1

２

重度障害者である期間（雇
用率算定対象期間）のみ所
定労働時間及び実労働時間
を入力します。

入力時の注意事項

4

4

３
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）重度以外の知的障害者であった特定短時間障害者が、令和7年12月１日に
重度の知的障害者へ変更となった場合（雇入れ日：令和7年６月１日算定基礎
日：１日）

《特定短時間労働者の算定措置特例にかかる入力例》
３ 令和7年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度以外の障害者
から重度の障害者となった場合(「所定労働時間変動有」の場合)

重度障害者である期間（雇
用率算定対象期間）のみ所
定労働時間及び実労働時間
の合計を入力します。

入力時の注意事項

２

① 「年度内等級変更日」に変
更日の年月日（令和7年12月
1日）を入力します。

② 「前等級」及び「前程度」の
入力欄が表示されますので、
「前程度」を選択します。

③ 「所定労働時間変動」で「あ
り」を選択し、所定労働時間及
び実労働時間は重度障害者の
期間である12月から３月まで
の合計時間数のみ入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、12月～3月の期間
は、雇用率算定障害者カウント
の対象となります）。1

３

３

4

4
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）重度の身体障害者であった特定短時間障害者が、令和7年10月１日に重度
以外の身体障害者へ変更となった場合（雇入れ日：令和7年５月１日算定基礎
日：１日）

《特定短時間労働者の算定措置特例にかかる入力例》
４ 令和7年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度の障害者から
重度以外の障害者となった場合(「所定労働時間変動無」の場合)

重度障害者である期間（雇
用率算定対象期間）のみ所
定労働時間及び実労働時間
を入力します。

入力時の注意事項

① 「年度内等級変更日」に変
更日の年月日（令和7年10月
1日）を入力します。

② 「前等級」及び「前程度」の
入力欄が表示されますので、
「前等級」を選択します。

③ 重度障害者の期間である
5月から9月までの所定労働
時間と実労働時間を入力しま
す。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、5月～9月の期間
は、雇用率算定障害者カウント
の対象となります）。

２

1

３

4
4
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）重度の知的障害者であった特定短時間障害者が、令和7年12月１日に重度
以外の知的障害者へ変更となった場合（雇入れ日：令和7年６月１日算定基礎
日：１日）

《特定短時間労働者の算定措置特例にかかる入力例》
５ 令和7年度の中途で雇入れられた特定短時間障害者が重度の障害者から
重度以外の障害者となった場合(「所定労働時間変動有」の場合)

重度障害者である期間（雇
用率算定対象期間）のみ所
定労働時間及び実労働時間
の合計を入力します。

入力時の注意事項

① 「年度内等級変更日」に変
更日の年月日（令和7年12月
1日）を入力します。

② 「前等級」及び「前程度」の
入力欄が表示されますので、
「前程度」を選択します。

③ 「所定労働時間変動」で「あ
り」を選択し、所定労働時間及
び実労働時間は重度障害者の
期間である6月から11月まで
の合計時間数のみ入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、6月～11月の期間
は、雇用率算定障害者カウント
の対象となります）。

２

1

３

３
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年６月１日付けで本社（事業所別連番001）から埼玉支店（事業所別
連番002）へ異動した短時間以外の常用雇用労働者（身体障害者4級）の場合
（算定基礎日：１日）

（１）転出情報の入力（本社分）

（２）転入情報の入力（埼玉支店分）

当該企業の事業所間で転入出があった障害者の情報を入力する場合、一度に入力すること
はできないため、２回に分けて入力します。入力の際は、障害者の登録画面から「新規追加」
で新規画面を開き、入力してください。

入力時の注意事項

① 転出前事業所（本社）を選
択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 令和7年６月１日付けで埼
玉支店に異動のため、その前
日を転出年月日として入力し
ます。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、４月、５月のカウン
トが表示されます）。

⑤ 確定後、【一覧へ戻る】をク
リックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

① 転出先事業所（埼玉支店）
を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 令和7年６月１日付けで本
社から転入のため、転入年月
日を入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、６月～３月のカウ
ントが表示されます）。

６ 年度の中途で当該企業の事業所間において転入出があった場合

1

2

３

４
5

1

2

３

４
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年７月２１日付けで短時間以外の常用雇用労働者が短時間労働者に
なった場合（身体障害者６級）（算定基礎日：１日）

（１）「短時間以外の常用雇用労働者」でなくなる情報の入力

① 雇用区分を「常用」にしま
す。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転出年月日に短時間労働
者となった日の前日を入力し、
転出先の事業所名等に「短時
間」と入力します。

④ 月の途中の契約変更で雇
用区分が変わった場合、その
月の時間数は算定基礎日にか
かる方のみ入力します。また、
時間数は算定基礎日にかかる
雇用区分で発生した時間数の
みを入力します。（例：７月１日
～７月２０日が９１時間だった
場合）

⑤ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、４月～７月が表示
されます）。

⑥ 確定後、 【一覧へ戻る】を
クリックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

７ 年度の中途で短時間以外の常用雇用労働者から短時間労働者、又は短時
間労働者から短時間以外の常用雇用労働者となった場合

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

３

1

４

５6
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（２）新規画面での「短時間労働者」になる情報の入力

※短時間労働者から短時間
以外の常用雇用労働者となっ
た場合は、上記の雇用区分を
逆にして入力してください。

① 雇用区分を「短時間」にし
ます。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転入年月日に短時間労働
者となった日を入力し、転入
前の事業所名等に「常用」と入
力します。

④ 算定基礎日にかからない
月は入力できません。（※）

⑤ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、8月～3月のカウ
ントが表示されます）。

1

３

４

５

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年９月１５日に雇用契約の変更により対象外から短時間労働者（身体
障害者2級）となった場合（算定基礎日：１日）

８ 年度の中途に雇用契約の変更により対象外から短時間以外の常用雇用
労働者又は短時間労働者へ変更となった場合

① 転入出「あり」を選択しま
す。

② 転入年月日に、短時間労
働者となった年月日を入力
し、転入前の事業所名等欄に
「対象外」と入力します。

③ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、10月～3月のカ
ウントが表示されます）。

なお、算定基礎日にかからな
い月は入力できません。

３

３

2

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

1

入
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

身体障害者又は知的障害者においても同様に、年度内等級変更欄に手帳を返還した翌日
を入力後、現等級もしくは程度「９.障害取消」と入力し前等級もしくは程度には返還前の障
害等級もしくは程度を入力します。なお、返還が発生する理由としては、障害の完治等が想
定されます。

※年度の中途で精神障害者保
健福祉手帳の有効期限が切れ
たことなどにより、障害者に
該当しなくなった場合は、次
の算定基礎日以降は精神障害
者として計上されません。

① 年度内に精神障害者保
健福祉手帳を返還した場合
は、年度内等級変更日欄に日
付を入力し、現程度「９.障害
取消」・前程度「１.精神障害」
を選択します。

② 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、4月～7月のカウ
ントが表示されます）。

なお、算定基礎日にかからな
い月は入力できません。

1

2

例）令和7年７月１４日に精神障害者保健福祉手帳を返還した場合（算定基礎
日：１日）

入力時の注意事項

９ 年度の中途で手帳を返還し、障害者に該当しなくなった場合

2

1

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年８月１日付け新規設立

年度の中途に新規設立した事業
主の場合、転入年月日に申告申
請対象月（設立の月の翌月）の初
日を入力します。

入力時の注意事項

例）令和8年８月１日付け事業廃止

年度の中途に事業廃止した事業
主（合併による廃止の場合、合併
の日を廃止の日とします）の場
合、事業廃止した月の前月の末
日を入力します。

入力時の注意事項

① 転入出「あり」を選択します。

② 申告申請対象月（設立の月
の翌月）の初日を入力し、転入前
の事業所名等欄に「新規設立」と
入力します。

③ 申告申請対象月（設立の月
の翌月）以降の時間数を入力し
ます。

④ 【確定】をクリックすると、障
害者のカウントが表示されます
ので参考にしてください（この場
合、９月～３月のカウントが表示
されます）。

① 転入出「あり」を選択します。

② 転出年月日に事業廃止した
月の前月の末日を入力します。

③ 事業廃止した月の前月の末
日までの時間数を入力します。

④ 【確定】をクリックすると、障
害者のカウントが表示されます
ので参考にしてください（この場
合、4月～７月のカウントが表示
されます）。

１０ 年度の中途に新規設立した場合

１１ 年度の中途に事業を廃止した場合

３

４

※このケースの場合、電子申告申請システムでのデータ作成は可能ですが、データ送信はできません。
期限内に申告申請できるよう、速やかに各都道府県申告申請窓口にご連絡をお願いします。

４

※このケースの場合、電子申告申請システムでのデータ作成は可能ですが、データ送信はできません。

1

2

３

４４

1

2

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年１１月から算定基礎日が「１日」から「２０日」に変更になった場合

算定基礎日変更前までの情報を
登録します。名称、除外率、所在
地、算定基礎日「１」、４月から１０
月までの短時間以外の常用雇用
労働者及び短時間労働者数を入
力します。

入力時の注意事項

算定基礎日変更後の情報を登録
します。名称、除外率、所在地、算
定基礎日「２０」、１１月以降の短
時間以外の常用雇用労働者数及
び短時間労働者数を入力します。

入力時の注意事項

① 算定基礎日「１」を入力します。

② 算定基礎日変更「あり」を選
択し、算定基礎日変更月日を入
力します。

③ 算定基礎日変更前までの月
（４月～１０月）の短時間以外の常
用雇用労働者数及び短時間労働
者数を入力します。

④ 【確定】をクリックした後、【一
覧へ戻る】をクリックします。［事
業所の登録］画面から【新規追
加】をクリックし新規画面を開き
ます。

① 算定基礎日「２０」を入力しま
す。

② 算定基礎日変更後の１１月以
降の短時間以外の常用雇用労働
者数及び短時間労働者数を入力
します。

③ 【確定】をクリックします。

1２ 年度の中途で算定基礎日が変更になった場合

（２）算定基礎日変更後の事業所情報の入力…［事業所情報］画面

（１）算定基礎日変更前の事業所情報の入力…［事業所情報］画面

2

３

1

2

1

４ ４

3

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

算定基礎日変更前の、4月から10月までの障害者の情報を入力します。変更後
（11月以降）も引き続き雇用されている障害者については、転入出「あり」を
選択し、転出年月日に変更前の月の末日（10月末日）を入力します。この場合、
転出先の事業所名等の欄への入力は不要です。

入力時の注意事項

（３）算定基礎日変更前の障害者情報の入力…［障害者情報］画面

※複数の事業所を有している場合は、上記を繰り返し入力してください。
事業所別連番が奇数のもの→基礎日変更前の事業所情報
事業所別連番が偶数のもの→基礎日変更後の事業所情報

入力時の注意事項

※「確定」ボタンを押すとページ
上部に警告メッセージが表示さ
れますが、確定はされております。
これで１つの事業所についての
算定基礎日の変更ができました。

① 算定基礎日変更前の事業
所を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転出年月日に令和7年１０
月３１日と入力します。※算定
基礎日に関わらず月の末日を
入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、4月～１０月のカウ
ントが表示されます）。

⑤ 確定後、【一覧へ戻る】をク
リックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

1

2

３

４

４５

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（４）算定基礎日変更後の障害者情報の入力…［障害者情報］画面

① 算定基礎日変更後の事業
所を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転入年月日に令和7年１１
月１日と入力します。※算定基
礎日に関わらず月の初日を入
力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、１１月～3月のカウ
ントが表示されます）。

算定基礎日変更後の11月から３月までの障害者情報を入力します。変更後
（11月以降）も引き続き雇用されている障害者については、転入出「あり」を
選択し、転入年月日に変更後の月の初日を入力します。この場合、転入前の事業
所名等の欄への入力は不要です。
※障害者を複数雇用している場合は、上記の障害者情報入力を繰り返し行って
ください。

月の時間数は、その月の算定基礎日に応じ、労働時間を入力してください。
※算定基礎日を変更したことにより、カウントされない期間が生じることがあ
ります。
ご不明な点は各都道府県申告申請窓口にお問い合わせください。

入力時の注意事項

1

2

３

４

４

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（１）除外率変更前の事業所情報の入力…［事業所情報］画面

① 除外率「あり」を選択しま
す。

② 事業の種類を入力します。

③ 除外率変更前の産業分類
をプルダウンから選択すると、
自動的に除外率が表示されま
す。

④ 除外率変更前までの月（４
月～１０月）までの短時間以外
の常用雇用労働者数及び短時
間労働者数を入力します。

⑤ 【確定】をクリックし入力情
報を確定させた後、【一覧へ戻
る】をクリックします。

［事業所の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

1３ 年度の中途で除外率が変更になった場合

例）令和7年１１月から除外率が5％（非鉄金属第一次製錬・精製業）から10％
（鉄鋼業）に変更になった場合

事業所情報入力において、除
外率が変更された日の属する
月の前月までの情報を入力し
ます。

入力時の注意事項

1

３

2

55

４

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（２）除外率変更後の事業所情報の入力…［事業所情報］画面

① 除外率「あり」を選択しま
す。

② 事業の種類を入力します。

③ 除外率変更後の産業分類
をプルダウンから選択すると、
自動的に除外率が表示されま
す。

④ 除外率変更以降の月（１１
月～3月）の短時間以外の常
用雇用労働者数及び短時間労
働者数を入力します。

⑤ 【確定】をクリックし入力
情報を確定します。

新規画面で再度、名称、除外率「あり」、除外率変更後の事業の種類・産業分類、
所在地、算定基礎日及び11月から３月までの短時間以外の常用雇用労働者数・
短時間労働者数を入力し、「確定」ボタンを押します。
※事業所を複数有している場合は、上記の事業所情報入力を繰り返し入力して
ください。
事業所別連番001と002で１セットとし、複数の事業所を有している場合は、

事業所別連番003と004で１セット（以降、同様）として同様に作成していきま
す。

入力時の注意事項

1

2

４

5

３

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（３）除外率変更前の障害者情報の入力…［障害者情報］画面

① 除外率変更前の事業所を
選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転出年月日に令和7年１０
月３１日と入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、4月～１０月のカウ
ントが表示されます）。

⑤ 確定後、【一覧へ戻る】をク
リックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

除外率変更前の、４月から10月までの障害者の情報を入力します。変更後
（11月以降）も引き続き雇用されている障害者については、転入出「あり」を選
択し、転出年月日に変更前の月の末日（10月末日）を入力します。この場合、
転出先の事業所名等の欄への入力は不要です。

入力時の注意事項

1

４

３

2
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必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（４）除外率変更後の障害者情報の入力…［障害者情報］画面

① 除外率変更後の事業所を
選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 転入年月日に令和7年１１
月１日と入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、１１月～３月のカウ
ントが表示されます）。

除外率変更後の、１１月から３月までの障害者の情報を入力します。変更後（11
月以降）も引き続き雇用されている障害者については、転入出「あり」を選択し、
転入年月日に変更後の月の初日を入力します。この場合、転入前の事業所名
等の欄への入力は不要です。
※障害者を複数雇用している場合は、上記の障害者情報入力を繰り返し行っ
てください。

入力時の注意事項

1

4
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３
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（１）最初の雇入れ年月日、離職年月日の入力

① 最初の雇入れ年月日を入
力します。

② 離職年月日を入力します。

③ 【確定】をクリックし入力
情報を確定させた後、 【一覧
へ戻る】をクリックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

1４ 年度の中途で離職のあとに再雇用した場合

例）令和5年５月１日入社、令和7年５月３１日離職、令和7年１２月１日再雇用し
た場合（身体障害者２級）（算定基礎日：１日）

（２）再雇用年月日の入力

① 再雇用年月日を入力しま
す。

② 【確定】をクリックし入力
情報を確定します。

年度の中途で離職のあとに再雇用した障害者の情報を入力する場合、離職年
月日と再雇用年月日を一度に入力することはできないため、２回に分けてそ
れぞれ入力します。再雇用年月日を入力する際は、必ず【新規追加】で新規画
面を開き、入力してください。

入力時の注意事項

1

2

３３

1

2

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（１）転出情報の入力（本社から埼玉支店へ）

① 本社を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 令和7年６月１日付けで埼
玉支店に異動したため、その
前日を転出年月日として入力
します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、4月～５月のカウ
ントが表示されます）。

⑤ 確定後、【一覧へ戻る】をク
リックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

１５ 年度の中途で転出のあとに転入した場合

例）令和7年６月１日付けで本社から埼玉支店へ異動。その後、令和8年３月１
日付けで同支店（埼玉支店）から本社へ転入した場合（身体障害者４級）（算定
基礎日：１日）

1

2

３

４
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（２）転出先の情報の入力（埼玉支店分）

① 転出先事業所（埼玉支店）
を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 令和7年６月１日付けで本
社から転入したため、転入年
月日を入力します。

④ 令和8年３月１日付けで本
社へ異動したため、その前日
を転出年月日として入力しま
す。

⑤ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、６月～２月のカウ
ントが表示されます）。

⑥ 確定後、【新規追加】をク
リックし新規画面を開きます。

1

2

３

４

５

5 6

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（３）転入情報の入力（埼玉支店から本社へ）

① 本社を選択します。

② 転入出「あり」を選択しま
す。

③ 令和8年３月１日付けで埼
玉支店から転入したため、転
入年月日を入力します。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、３月のカウントが
表示されます）。

当該企業の事業所間で転出の後に転入した場合、一度に入力することはできま
せん。
この例の場合、（埼玉支店への）転出情報、転出先（埼玉支店）の情報、（本社へ
の）転入情報をそれぞれ分けて入力します。入力の際は、必ず【新規追加】で新規
画面を開き、入力してください。

入力時の注意事項

1

2

３

４

4

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（１）重度以外の知的障害者でなくなった情報の入力

① 転入出「あり」を選択しま
す。

② 転出年月日に重度身体障
害者となった日の前日を入力
し、転出先の事業所名等に「重
度身体障害者」と入力します。

③ 月の途中で障害の区分に
変更があった場合、その月の
時間数は、算定基礎日にかか
る方にまとめて入力します。
（例：8月１日～8月１４日が80
時間、8月１５日～8月31日が
85時間だった場合、１６５時
間と入力）

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、４月～8月のカウ
ントが表示されます）。

⑤ 確定後、【一覧へ戻る】をク
リックします。

［障害者の登録］画面から【新
規追加】をクリックし新規画面
を開きます。

１６ 年度の中途で重度以外の知的障害者が重度身体障害者となった場合

例）令和7年8月１５日に重度以外の知的障害者が重度身体障害者となった場
合（算定基礎日：１日）

1

2

４

45

３

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須 入
力
例
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

（２）重度身体障害者となった情報の入力

① 転入出「あり」を選択しま
す。

② 転入年月日に重度身体障
害者となった日を入力し、転
入前の事業所名等に「重度以
外の知的障害者」と入力しま
す。

③ 算定基礎日にかからない
月は入力できません。時間数
は重度以外の知的障害者の入
力欄にまとめて計上します（8
月１５日～8月31日で生じた
時間数は、重度以外の知的障
害者の8月に合わせて計上し
ます）。

④ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください
（この場合、9月～３月のカウ
ントが表示されます）。

①転出年月日に重度身体障害者となった日の前日を入力し、転出先事業所名等
に「重度身体障害者」と入力します。
②【新規追加】で新規画面を開き、転入年月日に重度障害者となった日及び転入
前の事業所名等に「重度以外の知的障害者」と入力します。

入力時の注意事項

1

2

３

４

4

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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① 手帳の交付日又は判定書
の判定日等は入力しません。

② 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください。

１７ 年度の中途で知的障害者又は重度知的障害者の判定を受けた場合

例）令和7年8月１５日に知的障害者又は重度知的障害者の判定を受けた場合
（算定基礎日：１日）

年度の中途で知的障害者又は重度知的障害者の判定を受けた障害者について
は、雇入れ年月日に遡り知的障害者又は重度知的障害者として取り扱います。
この場合、手帳の交付日又は判定書の判定日等は記入しません。

入力時の注意事項

2

2

1

5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

入
力
例
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）令和7年１０月１日に重度以外の知的障害者であった方が同一の判定機関
により重度知的障害者の再判定を受けた場合（算定基礎日：１日）

１８ 年度の中途で同一の判定機関により重度以外の知的障害者が重度知的
障害者の再判定を受けた場合

① 「年度内等級変更日」に
再判定の年月日を入力する
と、「前等級」及び「前程度」の
入力欄が表示されます。

② 前程度を選択します。

③ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください。

既に、療育手帳又は知的障害者判定機関の判定書を所持している方で、同一の
判定機関による再判定の結果、重度以外の知的障害者が重度知的障害者と判
定された方については、その判定日の年月日をもって、重度知的障害者として
取扱います。この場合、再判定の年月日を「年度内等級変更日」に入力してくだ
さい。

入力時の注意事項

2

1

３

3

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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5章 入力例 1 申告申請書の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

例）重度以外の知的障害者であった療育手帳所持者が、令和7年１０月１日、地域
障害者職業センターで重度知的障害者の判定を受けた場合（算定基礎日：１日）

１９ 年度の中途で重度以外の知的障害者が異なる判定機関により重度知的障
害者と判定を受けた場合

① 確認記号は判定機関に
よって異なります。詳細は記
入説明書をご確認ください。

② 手帳の交付日又は判定書
の判定日等は入力しません。

③ 【確定】をクリックすると、
障害者のカウントが表示され
ますので参考にしてください。

既に、療育手帳又は知的障害者判定機関の判定書を所持している方で、異なる
判定機関による判定の結果、重度以外の知的障害者が重度知的障害者と判定
された方については、雇入れ年月日に遡り重度知的障害者として取り扱います。
この場合、手帳の交付日又は判定書の判定日等は記入しません。

入力時の注意事項

1

2

３

3

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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被合併法人（合併により廃止した法人）分
の入力例2

5章 入力例

「事業主の登録」については、次の情報を各項目に入力ください。
・赤枠の項目・・・合併法人（合併後存続する法人等）の情報
・その他の項目・・・被合併法人（合併により廃止した法人）の情報

※単独で廃止した事業主の場合は、廃止した法人の情報を各項目に入力
ください。

廃止の日（吸収合併の場合はその発生日）
から、４５日以内にご提出ください。
※年度中途に廃止した場合は、合併会社の
ある各都道府県申告申請窓口に申告申請
書（ＱＲコード）と添付書類（必要な場合）を
郵送または持参にてご提出ください。
電子申告申請システムでのデータ作成は可
能ですが、データ送信はできませんので、
ご注意ください。

合併法人のあとに、
（ ）で被合併法人
の名称を入力くだ
さい。

株式会社△△ （旧○○株式会社 分）

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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5章 入力例 2 被合併法人分（合併により廃止した法人）の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

１ 事業所の登録について

記入説明書のP.60、P.62の表に基づき、
申告申請の対象となる月に常用雇用労
働者数を入力ください。
申告申請の対象となる月より後の月につ
いては、「0」を入力ください。

必須

必須

必須

必須

必須

必須 入
力
例
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5章 入力例 2 被合併法人分（合併により廃止した法人）の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

2 障害者情報の登録について

年度内転入出「あり」を選択。

「廃止」と入力。

記入説明書のP.60、
P.62の表に基づいた
申告申請の対象とな
る月まで各労働時間
数を、それより後の月
は「0」を入力ください。

年度内転出日に事業を廃止
した日（吸収合併による廃止
の場合は、その事実が発生し
た日）の前月の末日を入力く

ださい。

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例

P. 157



5章 入力例 2 被合併法人分（合併により廃止した法人）の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

3 納付金に該当する場合

作成日を入力ください。

吸収合併により廃止した
場合は、合併法人（合併
後存続する法人等）の情
報を入力ください。

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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5章 入力例 2 被合併法人分（合併により廃止した法人）の入力例

開始・・・ データ取込・・・ 申告申請書の作成・・・ 申告申請書の送信・印刷・・・ 終了

4 支給金が含まれる場合

作成日を入力ください。

吸収合併により廃止
した場合は、合併法人
（合併後存続する法
人等）の情報を入力く
ださい。

吸収合併により廃止した場合は、
合併法人（合併後存続する法人
等）の口座を入力ください。

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

入
力
例
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1 住所、名称等変更届出 P. 161

2 吸収合併、相続、廃止等届出 P. 166

6章
事業主情報の
届出を行う

住所、名称等変更届出 P. 162

吸収合併、相続、廃止等届出 P. 167

※１ 住所、名称等変更届出
住所等の変更を反映させた申告申請書をご提出いただく場合は、この

変更届の提出は必要ありません。

※２ 吸収合併、相続、廃止等届出
最寄りの各都道府県申告申請窓口までお問合せください。
また、この届出とは別に、吸収合併、相続、廃止等にかかる申告申請が

必要です。

※１

※2

事
業
主
情
報
の
届
出

P. 160



住所、名称等変更届出1

6章 事業主情報の届出を行う

住所、名称等に変更があった場合、変更届を登録します。

機構にて内容確認後、変更結果がシステムに反映されます。

操作の流れ

メインメニューから「住所、名称等変更
届出」を選択する1

手順
ホーム

変更内容を入力し、保存する2
手順

住所、名称等変更届出

事
業
主
情
報
の
届
出
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ホーム・・・ 住所、名称等変更届出

6章 事業主情報の届出を行う 1 住所、名称等変更届出

住所、名称等変更届出

【住所、名称等変更届出】をク
リックします。

住所、名称等の変更の届出を提出する場合の操作手順について説明しま
す。

事
業
主
情
報
の
届
出
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ホーム・・・ 住所、名称等変更届出

6章 事業主情報の届出を行う 1 住所、名称等変更届出

［ログイン］画面が表示されま
す。

◆ ログインする

① 「ユーザID」「パスワード」
を入力します。

入力した内容でよければ
② 【ログイン】をクリックします。

2

1

ポイント パスワードを忘れた場合

「パスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてパスワードを再設定します。
P. 16「パスワード再設定」参照

ポイント ユーザIDとパスワードを忘れた場合

「ユーザIDとパスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてID・パスワードを新規
に発行します。

P. 9「ID・パスワード新規発行」参照

ポイント パスワード変更から1年以上経過している場合

パスワード変更から1年以上経過している場合、パスワード変更を促すメッセージが
表示されます。

ポイント ID・パスワードを持っていない場合

【戻る】をクリックし、申告申請データを必ず作成・保存のうえ、ホーム画面よりID・パ
スワードの新規発行を行います。

P. 11「ID・パスワード新規発行申請」参照

事
業
主
情
報
の
届
出
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ホーム・・・ 住所、名称等変更届出

6章 事業主情報の届出を行う 1 住所、名称等変更届出

2
1

３

4

［住所、名称等変更届出］画面
が表示されます。

◆ 変更内容を入力する

① 変更のある項目のチェック
ボックスにチェックを入れます。

② 「変更後（新）」に変更内容
を入力します。

※変更のある項目のみ入力し
ます。

◆ 担当者情報を入力する

③ 担当者氏名や連絡先に変
更がある場合は、「担当者情
報」に入力します。

◆ 入力内容を送信する

入力した内容でよければ
④ 【送信】をクリックします。

変更年月日は、変更が生
じた実際の日(登記簿上
の変更日)を入力してく
ださい。

事
業
主
情
報
の
届
出
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ホーム・・・ 住所、名称等変更届出

6章 事業主情報の届出を行う 1 住所、名称等変更届出

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

[処理完了］画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

事
業
主
情
報
の
届
出
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吸収合併、相続、廃止等届出

6章 事業主情報の届出を行う

2

事業主に吸収合併、相続、廃止等が生じた場合に、その旨を登録します。

機構にて内容確認後、届出内容がシステムに反映されます。

操作の流れ

メインメニューから「吸収合併、相続、廃
止等届出」を選択する1

手順
ホーム

届出内容を入力し、保存する2
手順 吸収合併、相続、廃止

等届出

この手続きは、吸収合併、相続、廃止等にかかる申告申請ではありません。

この届出とは別に、合併の日・相続の日・事業を廃止した日から45日以内

に申告申請を行う必要があります。

令和６年度以降において、年度の中途に吸収合併、相続、廃止等があった

場合は、改正後の障害者の雇用の促進等に関する法律が適用されるため、

45日以内に申告申請書を作成・提出できるよう、速やかに各都道府県申

告申請窓口にご相談ください。

事
業
主
情
報
の
届
出
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

6章 事業主情報の届出を行う 2 吸収合併、相続、廃止等届出

吸収合併、相続、廃止等届出

【吸収合併、相続、廃止等届
出】をクリックします。

吸収合併、相続、廃止等の届出を提出する場合の操作手順について説明
します。

事
業
主
情
報
の
届
出
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6章 事業主情報の届出を行う 2 吸収合併、相続、廃止等届出

ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

2

1

［ログイン］画面が表示されま
す。

◆ ログインする

① 「ユーザID」「パスワード」
を入力します。

入力した内容でよければ
② 【ログイン】をクリックします。

ポイント パスワードを忘れた場合

「パスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてパスワードを再設定します。
P. 16「パスワード再設定」参照

ポイント ユーザIDとパスワードを忘れた場合

「ユーザIDとパスワードを忘れた場合」のリンクをクリックしてID・パスワードを新規
に発行します。

P. 9「ID・パスワード新規発行」参照

ポイント パスワード変更から1年以上経過している場合

パスワード変更から1年以上経過している場合、パスワード変更を促すメッセージが
表示されます。

ポイント ID・パスワードを持っていない場合

【戻る】をクリックし、申告申請データを必ず作成・保存のうえ、ホーム画面よりID・パ
スワードの新規発行を行います。

P. 11「ID・パスワード新規発行申請」参照
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

［吸収合併、相続、廃止等届
出］画面が表示されます。

◆ 法人番号を入力する

① 「法人番号」（13桁）を入力
します。

◆ 届出の理由を選択する

② 「理由」を選択します。

1

2

入力時の注意事項 P. 171

「吸収合併」又は「相続」を選択した場合は、実際の
事由発生の日(登記簿上の発生日)を入力してくだ
さい。
「廃止」を選択した場合は、①常用雇用労働者の数
が０人となった日、②公共職業安定所に提出した
労働保険関係消滅申請の認可があった日、③雇用
保険適用事業所廃止届に記載する廃止年月日の
いずれか早い日を入力してください。

納付金(零申告を含む)のみを申告していた場合は
「申告」を、調整金、報奨金、特例給付金(納付金申
告ありを含む)を申請している場合は「申請」を、過
去に申告申請していない場合は「対象外」を選択く
ださい。
また、その年度を入力してください。「対象外」を選
択した場合は、現在の年度を入力してください。
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

吸収合併、相続の場合、「被吸
収合併企業・被相続人の情報」
を入力します。

◆ 届出内容を入力する

各項目を入力します。

被吸収合併企業・被相続人
の 情報 が同 一の 場合 は 、
P. 171「◆ 入力内容を送信
する」に進みます。

被吸収合併企業・被相続人
の情報が複数ある場合は、
P. 173「被吸収合併企業、被
相続人が複数ある場合」に進
みます。

ポイント 申告申請状況

被吸収合併企業・被相続
人の直近の申告申請状況
を入力・選択します。

ポイント 入力の取消し

入力内容をクリアする場
合は【取消】をクリックしま
す。

入力が完了したら
【確定】をクリック
してください。
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

法人番号のある事業主の場合、法人番号（13桁）を入力します。

 法人番号のない事業主の場合

1

2

法人番号のない事業主の場合、
① 「法人番号なし」のチェックボッ
クスにチェックを入れ、② 「事業主
番号」を入力します。

法人番号

入力時の注意事項

◆ 入力内容を送信する

入力した内容でよければ
【送信】をクリックします。
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6章 事業主情報の届出を行う 2 吸収合併、相続、廃止等届出

ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

[処理完了］画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

◆ 1件目を入力済みにする

① 1件目の被吸収合併企業、
被相続人の情報を入力し、
② 【確定】をクリックします。

被吸収合併企業、被相続人が複数ある場合

被吸収合併企業、被相続人を複数入力します。

2

1
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ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

入力済みの
内容を表示

入力済みの内容
を編集、削除す
るボタン

「被吸収合併企業・被相続人の
情報」欄が空欄になり、画面下
部に、「（入力済みの被吸収合
併企業・被相続人の情報）」が
表示され、1件目の入力内容
が表示されます。

◆ 2件目を入力する

① 続けて、2件目の被吸収合
併企業・被相続人の情報を入
力します。

◆ さらに追加入力する

2件目の内容を入力後、さら
に追加する場合は、 ② 【確定】
をクリックします。

画面下部に2件目の入力内容
が表示されたことを確認し、
必要な分だけ①と②を繰り返
して入力します。

すべての入力が完了した
場合は、P. 175「◆ 入力内容
を送信する」に進みます。

1

ポイント 編集

入力済みの被吸収合併企
業、被相続人の情報を編
集する場合は、【編集】を
クリックします。

ポイント 削除

入力済みの被吸収合併企
業、被相続人の情報を削
除する場合は、【削除】を
クリックします。

2
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6章 事業主情報の届出を行う 2 吸収合併、相続、廃止等届出

ホーム・・・ 吸収合併、相続、廃止等届出

◆ 入力内容を送信する

入力した内容でよければ
【送信】をクリックします。

確認メッセージが表示されま
す。

処理を続行する場合は【OK】
を、処理を中止する場合は
【キャンセル】を選択します。

ポイント エラー表示

入力内容に誤りがある場
合は、エラーメッセージが
表示されます。メッセージ
に従い、該当項目を修正
してください。

[処理完了］画面が表示されま
す。

メインメニューに戻る場合は、
【メインメニューへ】をクリック
します。
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電子申告申請システムに係るQ&A

Q1 申告申請書や添付書類の内容が第三者に知られてしまう心配はないのでしょうか。

電子申告申請システムは、WEBブラウザのTLS通信を利用し、通信の暗号化を行うとともに、外部からの
不正アクセスを制限する万全のセキュリティ対策を実施したOSを採用することにより、セキュリティの確保
を講じています。ウィルス対策ソフトも入れておりますので、安心して使用できます。

また、受領したデータの内容の改ざん、情報漏洩を防ぐ仕組みの導入により、セキュリティリスクの回避に
努めています。

Q2 電子申告申請システムの操作可能時間はどのようになりますか。

電子申告申請システムで申告申請書を作成することは24時間可能です。作成した申告申請書等の送信可能
時間は以下のとおりです。

令和8年4月1日のみ10:00～23:00
令和8年4月2日～令和9年3月31日 5:00～23:00（土・日・祝日含む）
※ 申告申請期限直前はシステムが混み合うことが予想されます。余裕をもって申告申請するようにしてく

ださい。
※ 上記送信可能時間のなかでメンテナンスによりシステムの利用を一時停止することがございます。シス

テム停止時間については電子申告申請システムトップページをご確認ください。

１ システム概要・操作について

Q3 電子申告申請システム内に表示されるはずのボタンが表示されません。

画面が拡大されていることで見切れているので、キーボードを使用してちょうどよい大きさになるまで以下
の操作をしてください（以下の操作はWindowsの一般的な方法を指しております。）。
○ 画面縮小する場合は、「Ctrl」キーを押しながらマイナスキー（=と-）を押します。
○ 画面拡大する場合は、「Ctrl」キーを押しながらプラスキー（+と;）を押します。

Q4 作成した電子申告申請データがどこに保存されたかわからないのですが。

電子申告申請システムで作成したXMLファイルは、デフォルトでは「ダウンロード」フォルダに保存され
ることが多いです。まずはお使いのパソコンの「PC」→「ダウンロード」フォルダを探してみてください。

Q5 電子申告申請システムをしばらく操作しないでいたら「タイムアウト」になってしまいました。データは
復元されないのでしょうか。

30分以上入力がないと自動的にタイムアウトする仕様となっています。タイムアウト前に入力内容を保存
していないと消えてしまいますので、ご注意ください。そのため、一定時間入力されないときは、こまめに入
力内容を保存してください。

Q6 作成途中にホームに戻ると、今までに入力したデータが消えています。今まで入力したデータを元に戻す
ことは可能でしょうか。

ホームまで戻ると今まで入力したデータが消えてしまい、元に戻すことはできません。新規にデータを入力
した際は、こまめに保存ボタンをクリックしていただき、データ（XMLファイル）を保存してください。

※ ホームを押すとポップアップメッセージが出ますので、データ（XMLファイル）を保存されていない
場合は「キャンセル」を押してください。

Q7 作成途中にブラウザを閉じてしまいました。今までに入力したデータを元に戻すことは可能でしょうか。

ブラウザを閉じると入力途中のデータが消えてしまい、元に戻すことはできません。新規にデータを入力した
際は、こまめに保存ボタンをクリックしていただき、データ（XMLファイル）を保存してください。

Q8 ダウンロードしたファイルが「未確認.crdownload」が生成されましたが、ファイルはダウンロードさ
れたのでしょうか。

ダウンロードが中断されたとき、または部分的にしか完了しなかったときにcrdownloadファイルが生成さ
れます。ダウンロードが完了していれば、保存先で更新又はリロードをしてください。Windowsの一般的な
操作方法では、キーボードの「F5」を押して更新していただくと、当該ファイルは削除されダウンロードした
ファイルが生成されます。

２ ID・パスワードについて

Q9 昨年度に当システムで取得したIDとパスワードを持っていますが、今回新たにIDとパスワードを取得する
必要がありますか。

現在お持ちのIDとパスワードはそのままお使いいただけますので、新たに取得していただく必要はありませ
ん。IDとパスワードを忘れた場合は、Q11をご確認ください。

なお、旧電子申告申請システム（令和4年度以前）で取得したIDとパスワードもお使いいただけますが、
ID及びパスワードを忘れた場合は、新たに新規発行申請を行っていただく必要があります。
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Q10 担当者が複数人いるのですが、ID・パスワードを人数分発行してもよいでしょうか。

ID・パスワードは、担当者様の人数分発行していただいて構いません。
なお、ご登録の際は、担当者様ごとに異なるメールアドレスを使用してください。

Q12 ID・パスワード発行申請をしたのですが、登録したメールアドレスあてに仮登録お知らせメールが届き
ません。

迷惑メールフォルダなどに自動的に振り分けられる場合がありますので、メールフォルダをご確認ください。
また、メールの受信設定が原因でメールがブロックされることがありますので、事前に「nofumail@nofu.
jeed.go.jp」を受信できるよう設定をしてください。これらに問題がなく仮登録お知らせメールが届かない場
合は、別のメールアドレスでID・パスワード発行申請を行ってください。

Q17 年度中途に事業を廃止したので申告申請を行おうと思いますが、電子送信は可能ですか。

年度中途に廃止もしくは新規設立した場合は、電子送信はできません。なお、令和8年度中に事業を廃止等
した場合の令和9年度申告申請については、電子申告申請システムにおいて申告申請データの作成が可能です。

期限内に申告申請できるよう、速やかに各都道府県申告申請窓口にご連絡ください。

Q11 担当者が変わり、IDやパスワードがわかりません。

電子申告申請システムで以下の手続きを行ってください。
IDがわからない場合（ID・パスワードの両方がわからない場合を含む。）は、登録済みのメールアドレスと

は別のメールアドレスでID・パスワードの新規発行手続きを行ってください。
IDがわかるが、パスワードがわからない場合（登録済みのメールアドレスがわかる場合）のみ、再設定が可

能です。

〇 IDがわからない場合（登録済みのメールアドレスがわからない場合）
ホーム画面の基本メニュー〔電子申告申請用のID・パスワードを設定する〕の【ID・パスワード新規発

行】ボタンをクリックし、ID・パスワードの取得を行ってください。登録済みのメールアドレスと一致する
場合は、「登録情報が存在します。」というメッセージが表示されます。その場合は、別のメールアドレス
でID・パスワード新規発行申請を行ってください。

〇 IDがわからない場合（登録済みのメールアドレスがわかる場合）
登録済みのメールアドレスでIDを確認したり、再設定することはできません。
登録済みのメールアドレスとは別のメールアドレスでID・パスワード新規発行申請を行ってください。

〇 パスワードがわからない場合（IDがわかるが、登録済みのメールアドレスがわからない場合）
登録済みのメールアドレスがわからない場合は、パスワードの再設定をすることはできません。新たに

ID・パスワード新規発行申請を行ってください。

〇 パスワードがわからない場合（ID・登録済みのメールアドレスがわかる場合）
ホーム画面の基本メニュー〔電子申告申請用のID・パスワードを設定する〕の【パスワード再設定】ボタ

ンをクリックし、パスワードの再設定を行ってください。

Q13 仮登録お知らせメール内のURLをクリックしても、認証用コードのサイトにアクセスできないのですが。

URLをコピーして、インターネットブラウザのアドレスバーに貼り付けてアクセスしてください。

Q14 仮登録お知らせメールは届いたのですが、本登録お知らせメールが届きません。

電子申告申請システムからの自動送信が続き、事業主のメールサーバがブロックする設定などが原因で受信
できなかった可能性があります。その場合は、各都道府県申告申請窓口までお問い合わせください。

Q15 ログインする時にパスワードを間違えてしまいロックがかかってしまいました。どうしたらいいです
か。

パスワードは5回連続して間違えるとロックされます。ロックは60分後には自動的に解除されますが、直
ちにロックを解除する場合は、パスワード再設定申請画面からパスワード再設定申請を行ってください。

３ 申告申請書の作成・送信について

Q16 電子申告申請の場合、申告申請書の受理日はどうなるのでしょうか。

電子申告申請システムにより申告申請の手続きを行っていただく場合の「受理日」については、申告申請
書が初めて当機構に届いた日を「受理日」として取り扱っているところです。例えば、５月１日に電子申告申
請を行ったところ、内容に間違いがあったため、その内容を修正し、５月10日に再度送信したという場合、
初めて送信した日である５月1日が受理日となります。

ご担当者様におかれましては、エラーのない申告申請書と受付日（受理日）が表示された「審査結果メー
ル」を保管してください。Q

&
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Q18 年度中途で障害者の雇用契約が変わった場合など、よくある入力例を提示してほしい。

「1 申告申請書の入力例」P.127をご確認ください。

Q21 申告申請書の送信時にエラーメッセージが表示されるのですが、どうしたらよいのでしょうか。

〇 「指定されたファイル名が不正です。申告申請書の送信データ作成画面で作成した申告申請データを
指定してください。」と表示される。

申告申請書の送信時には、保存データを送信することはできません。送信データ作成画面で作成した、
下記ファイル名を確認してください。なお、自動的についているファイル名を変更すると取り込めなく
なるのでご注意ください。

ファイル名の例：令和08年度_電子申告申請_ 1234567890123（法人番号または事業主番号）_
2026年04月15日14時56分56秒.xml

〇 「ファイルの形式に誤りがあります。（拡張子が（添付許可拡張子）のファイルのみ指定可能です。）」
と表示される。

添付書類として送信可能な拡張子は「PDF」のみです。「PDF」に変換のうえ、添付ください。

Q22 申告申請書の送信後に届いた審査結果メールにてエラー内容の記載がありました。どのようなものがあ
るのでしょうか。また、もしエラーとなったら、どのようにしたらよいのでしょうか。

電子申告申請をご利用いただいた際に発生する主なエラーの内容は以下のとおりです。
○ 返還額が異なる場合のエラー
〇 受理年月日が申請期限を超えている場合のエラー（特例給付金と報奨金のみ）
〇 環境依存文字が含まれている場合のエラー
これらのエラー内容を審査結果メールにてお知らせいたしますので、内容を確認、修正していただき、再度、

申告申請書を送信してください。不明な場合は、各都道府県申告申請窓口にお問い合わせください。

Q24 電子申告申請により申告申請書を送付した後に、内容に誤りが判明した場合、申告申請書の修正はでき
ますか。

申告申請書の修正は可能です。修正済みの申告申請書を再送信してください。
なお、支給金については、申請期限後に申請額が増額となる修正はできませんので、特にご注意ください。

また、申告申請額の変更のある申告申請書を再送信した場合は、各都道府県申告申請窓口に必ずご一報くだ
さい。

Q23 複数の事業主の申告申請書を送信したいのですが、どうすればログインしている事業主を切り替えられ
ますか。

右上のログアウトボタンを押下していただき、再度別の事業主のIDとパスワードでログインし、送信してく
ださい。

Q19 作成したzipファイルを開き申告申請データの内容確認をしたところ、PDFファイルが文字化けして読
めません。

お使いの端末の解凍ソフトにより当該事象が発生する場合があります。以下の操作はWindowsの一般的な
方法を指しております。
① 圧縮ファイルアイコン上で右クリックし、「プログラムから開く」を選択し、「エクスプローラー」を押

下します。
② 「エクスプローラー」での解凍が開始されるので、ウインドウ上部に表示される「すべて展開」を押下し

ます。
③ 「参照」を押下し、解凍ファイルの保存先を選択します。
④ 展開すると、正常なファイル名での解凍が完了します。

Q20 申告申請データを作成し、窓口へ郵送用のPDFファイルを作成したらQRコードばかりの様式が印刷さ
れましたが問題ないのでしょうか。

正しい申告申請書（QRコード）が印刷されていますので、問題ございません。印刷した当該様式を各都道府
県申告申請窓口へ郵送又は持参してください。また、当該様式のサンプルをP.124に掲載しましたので、ご確
認ください。

迷惑メールフォルダなどに自動的に振り分けられる場合がありますので、メールフォルダをご確認ください。
また、メールの受信設定が原因でメールがブロックされることがありますので、事前に「nofumail@nofu.
jeed.go.jp」を受信できるよう設定をしてください。添付書類のみ送信した場合もメールが届きませんので、
送信される際はご注意ください。

なお、審査結果メールが届かない場合は申告申請書が送信（提出）されていない可能性があります。この場
合、調整金等の支給対象となりませんのでご注意ください。届かない場合は、必ず申告申請期限内に各都道府
県申告申請窓口にご連絡ください。

申告申請期限直前はシステムが混み合うことが予想されますので、余裕をもって送信してください。

Q25 申告申請書を送信しましたが、登録したメールアドレスあて審査結果メールが届きません。

Q
&
A

P. 178



番号 名称 郵便番号 所在地 電話 ＦＡＸ

01 北海道支部　高齢・障害者業務課 063-0804 札幌市西区二十四軒四条1-4-1 北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351 011-622-3354

02 青森支部　高齢・障害者業務課 030-0822 青森市中央3-20-2　青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125 017-721-2127

03 岩手支部　高齢・障害者業務課 020-0024 盛岡市菜園1-12-18　盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081 019-654-2082

04 宮城支部　高齢・障害者業務課 985-8550 多賀城市明月2-2-1　宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288 022-361-6291

05 秋田支部　高齢・障害者業務課 010-0101 潟上市天王字上北野4-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801 018-873-8090

06 山形支部　高齢・障害者業務課 990-2161 山形市大字漆山1954　山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567 023-687-5733

07 福島支部　高齢・障害者業務課 960-8054 福島市三河北町7-14　福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510 024-526-1513

08 茨城支部　高齢・障害者業務課 310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215 029-300-1217

09 栃木支部　高齢・障害者業務課 320-0072 宇都宮市若草1-4-23　栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226 028-623-0015

10 群馬支部　高齢・障害者業務課 379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511 027-287-1512

11 埼玉支部　高齢・障害者業務課 336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8　埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112 048-813-1114

12 千葉支部　高齢・障害者業務課 263-0004 千葉市稲毛区六方町274　千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730 043-304-7733

13 東京支部　高齢・障害者窓口ｻｰﾋﾞｽ課 130-0022 墨田区江東橋2-19-12　ハローワーク墨田５階 03-5638-2284 03-5638-2282

14 神奈川支部　高齢・障害者業務課 241-0824 横浜市旭区南希望が丘78　関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010 045-360-6011

15 新潟支部　高齢・障害者業務課 951-8061 新潟市中央区西堀通6-866　NEXT21ビル１２階 025-226-6011 025-226-6013

16 富山支部　高齢・障害者業務課 933-0982 高岡市八ケ55　富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881 0766-26-8022

17 石川支部　高齢・障害者業務課 920-0352 金沢市観音堂町へ1　石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001 076-267-6084

18 福井支部　高齢・障害者業務課 915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021 0778-23-1055

19 山梨支部　高齢・障害者業務課 400-0854 甲府市中小河原町403-1　山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723 055-242-3721

20 長野支部　高齢・障害者業務課 381-0043 長野市吉田4-25-12　長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001 026-243-2077

21 岐阜支部　高齢・障害者業務課 500-8842 岐阜市金町5-25　G-frontⅡ ７階 058-265-5823 058-266-5329

22 静岡支部　高齢・障害者業務課 422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35　静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622 054-280-3623

23 愛知支部　高齢・障害者業務課 460-0003 名古屋市中区錦1-10-1　MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385 052-218-3389

24 三重支部　高齢・障害者業務課 514-0002 津市島崎町327-1　ハローワーク津2階 059-213-9255 059-213-9270

25 滋賀支部　高齢・障害者業務課 520-0856 大津市光が丘町3-13　滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214 077-537-1215

26 京都支部　高齢・障害者業務課 617-0843 長岡京市友岡1-2-1　京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481 075-951-7483

27 大阪支部　高齢・障害者窓口ｻｰﾋﾞｽ課 566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0722 06-7664-0364

28 兵庫支部　高齢・障害者業務課 661-0045 尼崎市武庫豊町3-1-50　兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201 06-6431-8220

29 奈良支部　高齢・障害者業務課 634-0033 橿原市城殿町433　奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232 0744-22-5234

30 和歌山支部　高齢・障害者業務課 640-8483 和歌山市園部1276　和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900 073-462-6810

31 鳥取支部　高齢・障害者業務課 689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803 0857-52-8785

32 島根支部　高齢・障害者業務課 690-0001 松江市東朝日町267　島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677 0852-60-1678

33 岡山支部　高齢・障害者業務課 700-0951 岡山市北区田中580　岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166 086-241-0178

34 広島支部　高齢・障害者業務課 730-0825 広島市中区光南5-2-65　広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150 082-545-7152

35 山口支部　高齢・障害者業務課 753-0861 山口市矢原1284-1　山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050 083-995-2051

36 徳島支部　高齢・障害者業務課 770-0823 徳島市出来島本町1-5　ハローワーク徳島５階 088-611-2388 088-611-2390

37 香川支部　高齢・障害者業務課 761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3　香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791 087-814-3792

38 愛媛支部　高齢・障害者業務課 791-8044 松山市西垣生町2184　愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780 089-905-6781

39 高知支部　高齢・障害者業務課 781-8010 高知市桟橋通4-15-68　高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160 088-837-1163

40 福岡支部　高齢・障害者業務課 810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17　しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310 092-718-1314

41 佐賀支部　高齢・障害者業務課 849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117 0952-37-9118

42 長崎支部　高齢・障害者業務課 854-0062 諫早市小船越町1113　長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721 0957-35-4723

43 熊本支部　高齢・障害者業務課 861-1102 合志市須屋2505-3　熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888 096-249-1889

44 大分支部　高齢・障害者業務課 870-0131 大分市皆春1483-1　大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255 097-522-7256

45 宮崎支部　高齢・障害者業務課 880-0916 宮崎市大字恒久4241　宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556 0985-51-1557

46 鹿児島支部　高齢・障害者業務課 890-0068 鹿児島市東郡元町14-3　鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132 099-250-5152

47 沖縄支部　高齢・障害者業務課 900-0006 那覇市おもろまち1-3-25　沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301 098-941-3302

※ お問い合わせは、申告申請書提出先の各都道府県支部へお願いします。 （令和7年10月1日現在）
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